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開会 午前 ９時３０分 

    ◎開議の宣告 

〇副議長（西山由美子君） 皆さま、おはようございます。 

 それでは、定刻になりました。 

 ただいまから本日の会議を開きます。 

 本日の出欠報告をいたします。本日は余湖議員から欠席の届け出が出ております。した

がって８名の出席であります。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付してあるとおりです。 

 

    ◎一般質問 

〇副議長（西山由美子君） 日程第３１、一般質問を行います。 

 質問は、通告書の順序により発言を許します。 

 なお、質問は答弁を含めて議会運営委員会から答申された時間に制限いたしますから、

簡潔に質問、答弁されますよう希望いたします。 

 それでは、一般質問の発言を許します。 

 ９番、工藤弘喜君。 

〇９番（工藤弘喜君） ９番、工藤です。ただいまから、私の一般質問を通告書に従いま

して、させていただきたいと思います。 

 今回は１問だけ、大きな項目でいけば１件だけでありますので、よろしくお願いいたし

ます。それでは、始めます。 

 「訓子府町中小企業・小規模企業振興条例」ならびに「訓子府町まちづくり町民参加条

例」と今後に向けた課題についてということでお伺いをしていきます。 

 これまでの４期１６年の町政を振り返り「訓子府町中小企業・小規模企業振興条例」と

「訓子府町まちづくり町民参加条例」に関わる今後に向けての課題はなかったのかお伺い

をいたします。 

 今、全国にあるほぼ全ての自治体で「人口減少」「地域経済の活性化」さらには「気候変

動・脱炭素への対策」など、簡単には解決できない大きな課題を抱えています。本町にお

いても例外ではありません。これらの課題解決に向けても平成３０年と翌３１年に施行さ

れた二つの条例の持つ意義と役割があると考えておりますが、町長の見解をお伺いいたし

ます。 

 まず初めに、二つの条例が持っている意義と役割、またこの二つの条例には地方自治に

とっても大切にされなければいけない共通の理念が示されていると考えますが、町長の見

解をお伺いいたします。 

 ２番目です。多少の時間的なズレはありますけれども、これら条例の施行と第６次訓子

府町総合計画の実施が重なります。この間、総合計画に沿った事業が実施されてきたと思

いますが、条例が生かされた事業はあったのか、お伺いをいたします。 

 三つ目です。条例を生かす上での難しさや課題はなかったのか。あるとするならその要

因は何なのか、お伺いをいたします。 

 四つ目です。本町において、今後考えられる取り組まなければならない課題としてどの

ようなものがあるのか、お伺いをいたします。 
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 五つ目です。課題解決に向け、どのような進め方を考えるのか、お伺いをいたします。 

 最後になりますが、六つ目として、地方自治そのもの、あるいは自治体が行う各事業の

実施にとって重視しなければならないと考えてきたことは何だったのかをお伺いいたしま

す。 

 以上、６点にわたっての質問、よろしくお願いいたします。 

〇副議長（西山由美子君） 町長。 

〇町長（菊池一春君） ただいま「訓子府町中小企業・小規模企業振興条例」「訓子府町ま

ちづくり参加条例」と今後に向けた課題について、６点のお尋ねがございましたので、お

答えをさせていただきます。 

 １点目に「初めに二つの条例が持っている意義と役割、またこの二つの条例には、地方

自治にとって大切にされなければならない共通の理念が示されていると考えますが、その

見解は」とのお尋ねがございました。 

 まず「訓子府町中小企業・小規模企業振興条例」は、町、企業者、商工会、金融機関、

学校および町民の責務等を明らかにし、中小企業・小規模企業の振興に関する施策等の推

進と持続的発展ならびに地域経済の活性化と町民生活の向上を目的に制定されたものであ

ります。 

 次に「訓子府町まちづくり参加条例」では、人口減少や少子高齢化、さらには地域活動

の担い手不足や町民ニーズの多様化など、町を取り巻く環境が大きく変化している状況に

おいて、さまざまな地域課題に対応していくため、これまで以上に町民のまちづくり参加

を推進し、町民主体のまちづくりの実現を目的として制定されました。二つの条例の意義

と役割は、共にこの目的の推進とその具現化にあると思います。 

 また、この条例の共通の理念は、地方自治の本旨の原則の一つであります住民自治であ

り、すなわち「地方公共団体の権限は住民の意思に基づいて行使されなくてはならない」

というものであります。 

 ２点目に「多少の時間的なズレがありますが、これら条例の施行と第６次訓子府町総合

計画の実施が重なります。この間、総合計画に沿った事業が実施されてきたと思いますが、

条例が生かされた事業があったのか」とのお尋ねがございました。 

 まず「訓子府町中小企業・小規模企業振興条例」では、平成３０年に条例を制定し、令

和元年７月に商工業の振興を担う「元気なまちづくり推進室」を設置しましたが、翌年２

月には新型コロナウイルスの感染が拡大したことから、当面、基本計画の策定を見送るこ

とにしていました。ただし、計画の策定に先立ち、基本理念に基づき店舗出店等支援事業、

後継者育成助成金や就労助成金、中小企業等特別融資利子補給などの事業を実施しており

ます。 

 また、商工会と共同で経営発達支援計画を申請し、事業者が経済産業省や中小企業庁の

補助や融資などが受けられるよう取り組んでおります。 

 まちづくり参加条例では「まちづくり参加条例施行規則」に基づき、消防庁舎建設や訓

子府町空き家等対策計画」など、これまで１１件のパブリックコメントを実施し出された

意見を参考に事業等を進めてまいりました。 

 また、訓子府町まちづくり推進会議では、防犯カメラの運用にあたっての意見、令和３

年度には、本町の抱える課題に対応した住宅施策の展開方針を定めました訓子府町住宅施
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策推進方針におきましても、意見交換しながら策定にあたりました。他に、まちの魅力発

信を目的としたホームページの見直し、その他、各種委員会や審議会等においても同様に

町民の意見を町政に反映しております。 

 ３点目に「条例を生かす上での難しさや課題はなかったのか。あるとするならば、その

要因は何か」についてお尋ねがありました。 

 平成１２年に施行されました地方分権一括法により地方分権改革が始まりましたが、こ

れまで地方自治を取り巻く歴史的経過が影響し、訓子府町に限らず住民自治の原理が職員

や住民に浸透するまで時間が要することが現状の課題であると思っております。 

 その要因ですが、戦後になりますが憲法では地方自治が保障されたものの実際には地方

公共団体が国との関係で自立性が発揮できない状況が続き、そのことは広く住民自治の意

識の浸透に影響を与えていたことが要因だと思います。 

 ４点目に「本町において今後考えられる取り組まなければならない課題としてどのよう

なものがあるか」とのお尋ねがございました。 

 今日の本町を取り巻く課題には、ご指摘のとおり「人口減少」や「地域経済の活性化」「脱

炭素社会に向けての取り組み」のほかに「地域公共交通の維持」「老朽化した公共施設や道

路をはじめとするインフラの維持・更新」「災害対策」国が推進する「デジタル技術を活用

した社会の変革への対応」や「高齢者をはじめとする冬の除雪対策」など身近な課題から

グローバルな課題まで多岐にわたる課題が山積していると思っております。 

 ５点目に「課題解決に向け、どのような進め方を考えているのか」とのお尋ねがござい

ました。 

 山積する課題の根幹には、人口減少、少子高齢化や多様化する社会、国・地方の財政問

題、自然環境の変化および国際紛争による経済の影響など複雑でかつ多方面にわたります。

加えて、今日においては、時代の変化のスピードがはやく、課題の全てを行政だけの視点

で解決に導くことは難しく、町民のまちづくり参加を推進することが必要だと考えており

ます。 

 最後に６点目の「地方自治そのもの、あるいは自治体が行う各種事業の実施にとって重

視しなければならないと考えてきたことは何か」とのお尋ねがございました。 

 私は、１６年前に訓子府町長に就任以来、厳しい情勢であっても、町民福祉の向上に努

め、生活や暮らしの課題について、地方自治の本旨に基づき、町民の声を積極的に町政に

反映することを心がけてまいりました。また、町の将来や重要な問題を決める仮称「住民

参加条例」の制定は検討にとどまり、条例化には至りませんでしたが、町民の意思が反映

される仕組みと町の姿勢が重要だと思っております。 

 各種事業の実施にあたりましては、可能な限り町民の皆さまからの声に耳を傾け、ご意

見、ご要望をいただき、適期に町民にとって必要な施策を具現化することに努めてまいり

ました。 

 今日、町民ニーズの多様化、社会を取り巻く環境が大きく変化している状況において、

多様な視点が必要であり、住民のまちづくり参加の推進をより一層重視していくことが求

められていると思います。 

 以上、お尋ねのありました６点につきましてお答えいたしましたので、ご理解賜ります

ようお願いいたします。 
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〇副議長（西山由美子君） 工藤弘喜君。 

〇９番（工藤弘喜君） 今、回答がございましたけれども、この回答に対して若干の再質

問という形で行っていきたいというふうに考えております。 

 その前に今回、私にとっては、おそらく今回が最後の一般質問ということになるのかな

というふうにも思っていますし、町長も今期限りで勇退をされるというお話でありますの

で、辞める者同士でこういう議論というのは非常に難しいなというふうに思って、今ここ

に立っているところでありますけれども、最後ということもありまして、これまでのこと

も含め、そしてやっぱり何を一番考えるかといいますと、今回の質問でも言いたかったこ

とではありますけれども、本当にこういう今、各自治体を取り巻く状況というのは、先ほ

ど前段でも言いましたけれども、さまざまな大変大きな課題というのを抱えていかなけれ

ばならないし、それを解決していかなければいけないというふうになっていると思います。

これをどう解決していくかということでいきますと、やはりその点で考えていきましても、

本町が平成３０年、そして３１年とこの両年にわたって作り上げた条例の持つ意味という

のが、あらためて見直しをしながら、さらにそこをステージアップするというかレベルア

ップをするというかステップアップをするというか、その取り組みの中身をさらに次に向

けてアップしていくことが本当に大事なことになってはいかないかなという思いが非常に

しておりました。それを抜きにして、今さまざまな課題解決に向けて町民誰しもが、この

町に住んで良かった。そしてこの幸せな生活、暮らし、あるいは人生含めて実感できるも

のを実現するかということでいけば、その果たす役割というのは、やっぱり大きなものが

あるのかなというふうに思っております。当時からして、この中小企業・小規模企業の振

興条例もそうですし、まちづくり参加条例もそうなんですが、やはり全国的に見ても、や

はりそんなに多くどこの自治体もということではなかったかと思います。当時も含めて。

それだけ本町が先進的にこの条例に取り組んだということは、やはり評価をしていいのか

なと。ただそれが先ほど言ったように、さらにステップアップをしていかなきゃいけない

という思いで今回こういう形で質問させていただきました。 

 前段ちょっと長くなって申し訳ありませんけれども、そういう思いを込めた質問だとい

うことで、ちょっとご理解いただきたいなというふうに思います。 

 それで、再質問なんですが、まず一つは、先ほど答弁いただきましたことで、ほぼ尽き

ることでもありますので、あらためてということではありませんけれども、若干だけさせ

ていただきます。 

 まず初めに、この二つの条例、特に中小企業・小規模企業振興条例のときに、これ私自

身も平成２８年、あるいは２９年ごろだと思うんですが、一般質問の中でもぜひこういう

条例というのは必要ではないかと。議会としてもこういう条例がやっぱりもう少し勉強し

てみようということで議会として研修に別海町だとか、そういうところにも行きながら先

進のところで学んできたこともありまして、それが実を結んだのかなというふうな思いも

していますが、そういう条例と合わせて町民参加条例、そういうことを実施してきている

訳でありますが、当時、町長の方から振興条例に限って言いますと、振興条例について言

えば主体性が大事になってくると。あるいは商工事業者の方々の現状認識と振興条例が何

を求めているのか、その共有や必要性が出てこない限り、この条例の果たす役割というの

は、なかなか難しいんではないかという認識を示されて、これは私の答弁で、そういう答
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弁されたような記憶がありますが、この認識されたことが、現在どのように、これは先の

答弁の中でも示されていましたが、あらためてどのように今思われているのか、お伺いを

いたしたいと思います。 

〇副議長（西山由美子君） 町長。 

〇町長（菊池一春君） 議員がご指摘のとおり平成２３年の一般質問の中で、こうした趣

旨の内容のご意見をいただきました。私自身は、実は私の町で取り組んでいるさまざまな

事業については、この法令、中小企業の、あるいは商工会および商工会議所による小規模

事業者の支援に関する法律以前に、実は私どもの町は私自身は政策的にこうしたことを先

がけてやってきたということがあります。店舗出店もさることながら住環境リフォームだ

とか、さまざまな施策を打ってまいりました。これは商工関係の研修会に出ても訓子府は

相当先へ行っているという評価をいただいた事実がございます。しかし、私は条例上は議

員ご指摘のとおり明確にしていく必要があるだろうという思いで平成３０年にこの条例を

提案し可決していただいたものであります。あれからもう既に５年を経過していますけど

も、商工会や中小企業を取り巻く状況というのは、コロナ禍の中でもっともっと厳しい状

況下の中にあることは紛れもない事実であります。しかし、商工業者の皆さん方のご努力

によって、店舗の閉店もさることながら新たに私たちの支援を活用しながら店舗を開設す

るということも増えてきているという状況でございますし、この条例、店舗の進出の中に

は必ず商工会に入るといったようなことも含めて、ある種、ご理解をいただきながら、今

日進めているということから考えると非常に私は町民の、あるいは商工業者の方の主体性

もさることながら、行政として積極的な責任と施策を打ってきたという状況がございます。 

 さらに、町民参加条例です。 

 お前は選挙で選ばれたんだから、それ以上のことを町民に求めるものではないんじゃな

いのかということで、この条例についても大変なやっぱりご意見をいただきました。しか

し、任されたのは、全権委任ではないはずであります。私はお任せ民主主義とどう立ち向

かうかということを私どもの町にとってはとても大事だということを自分に言い聞かせて

まいりましたので、こだわりながら町長就任の平成２１年ぐらいからだと記憶してますけ

れども、１０年かかって、この参加条例を進めてまいりました。いろんな変化がありまし

た。私自身というよりも全ての課長が出席して意見を受ける。あるいは私自身が答弁の矢

面に立つ。こういったことも試行錯誤されながら、この条例は１０年の歳月をかけて実施

したという経過がございます。それはどうしてかというと、こうした条例は先駆的な条例

は行政主導では決して身にならないということであります。いかにして町民の意見、町民

がまちづくりの主権者として、相いれながらこうした条例を現実のものにしていくという

ことをしてまいりましたので、私は１０年かかりましたけれども、この参加条例、まずは

到達点として良かったなと思っています。ただし、冒頭申し上げましたように住民投票条

例というのは、いまだまだ道半ばであります。すなわち今からもう２０年近く前に私ども

の町は置戸町と合併するということを行政は提案しました。これが本当に良かったのか。

結果的には私は前政権がアンケート調査を行いました。その結果、多くの方が置戸町との

合併は相成らないという住民の意思が反映され、これら地方自治法でいっている住民投票

条例をまとめた署名運動も展開されましたけれども、議会は否決したという経緯をもって

います。私は住民の意思を反映したものが、これが議会によって否決する。これは立法府
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の責任でありますけれども、しかし、これでいいかという問題がありましたので、私自身

はやっぱり参加条例をきちんと条文化するということは、これからにおいても非常に大事

だと思っていますので、まだ道半ばでありますけども、次の町政を担う方がどう判断する

かは別といたしましても、私は期待するところであります。 

〇副議長（西山由美子君） 工藤弘喜君。 

〇９番（工藤弘喜君） 今、思いも含めて、町長から答弁いただいたわけでありますけれ

ども、もうちょっと具体的な評価の問題でいきますと、商工会の方からもちょっとこうお

聞きしていたところでありますけれども、振興条例以前の問題から商工事業に対しての、

いろんなさまざまな取り組み、いわゆる住環境の問題やら、そのあとも含めて店舗出店等

の問題、店舗改修事業の件も含めて非常に大きな役割を果たしていただいているというこ

とは、もう評価をしているのを伺っております。特に、先ほど町長の答弁の中でもありま

したように、いわゆる新規出店等含めて、ここ近年、何店かいろんな形で新しく事業に取

り組むという方が増えております。そのことで本来であれば商工会の会員さんは、年々、

農家も同じなんですけれども、この時代の推移の中で減っていくんですが、訓子府の場合、

こういう事業が、またその事業の仕組みからいって、商工会の会員になるということが求

められていましたので、非常にこう、その役割というか、評価しております。これはやっ

ぱり大変良かった取り組みとしての一つとして挙げられるのかなというふうには思ってい

ますが、やはりそこの中でも商工会の中でも、やはりさらにステップアップした取り組み、

新たな取り組みも含めて必要になるというのは商工事業者だけではなく、町民の方々から

も例えば薬局がないというか、いわゆるそういうものに関連するものが買えるところがな

い。あるいは農業者も含めて特産物というか、本当にこだわりを持って作ったものが、今

はそれぞれ別立てでいろいろ団体が事業を行っていますが、そういったものを総合的にひ

っくるめた中での、いわゆる活性化に向けた取り組みのようなものが本来やっぱりあって

もいいんではないかというのが商工会事業者の中からもありますし、そういう部分も含め

た新たな政策展開というのかそういうものがやっぱりおそらくこれから出てくるんではな

いかな。また、必要になってくるんではないかなと思います。そういう意味では、これは

評価も含めて、現到達点では、そういう評価ということと同時に、まだやらなきゃいけな

いことがあるという、そういうことではいかがでしょうか、考え方に対しては。 

〇副議長（西山由美子君） 町長。 

〇町長（菊池一春君） 例えば、住民アンケートをします。ステップアップが必要ではな

いのか。例えば、町には薬局がない。唯一あった仁木薬局が閉店いたしました。そのあと

ドラックストアといっているものがない。これらに対する要望は大変強うございます。し

かし、来てよと言っても来るものではない。私はサツドラ、ツルハ等々含めて、かなりリ

サーチをいろんな形でお願いをしてまいりました。なかなかできない。ここが訓子府の難

しいところです。さらにまた、今、訓子府クリニックの横に調剤薬局があります。今回コ

ロナの中で熱冷ましも買えないということで、そこには熱冷ましも置いてもらいましたけ

れども、あそこの会社社長は三和という釧路の社長です。ここは猿丸さんという薬剤師を

通じて最近ですけれども何とか店舗を広げて、その資金は町で可能な限り支援したいとい

うことで、調剤薬局をあそこに置くことも検討していただきたいということで、これは行

政内部の話であります。町民が不安に思っていることと、これがある程度の道筋がつける
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までは、行政的な努力をしているという状況ですから、これも大変難しい課題であります

けれども、次の政権に委ねていかなければならない。政権と同時に議員の皆さん方に発案

していただきたいと願うものであります。 

 それから、いろんな特産品のものです。これは西森議員からも道の駅をつくれというよ

うなことも出ました。しかし、今、柏丘の人たちが中心となって、もぎたて市等々を店舗

でやっています。これなかなか継続が難しい。この主体は行政がやっていても、きっと破

綻するだろうと。そういう点でいくと、実行する町民の方々と行政が相まって新しい株式

会社や公社を作っていくという施策がいよいよ求められていると私は思います。その点で

言うと後でもまた人口問題でもお話しますけども、穂別で新しい会社を作ろうということ

の立ち上げを考えているようでございますけども、次の政権にはこうしたことを含めて私

ができなかったということよりも時期尚早と言ってきたことの具体化をこれからはしてい

かなきゃならないと考えているところです。 

〇副議長（西山由美子君） 工藤弘喜君。 

〇９番（工藤弘喜君） まさにそのとおりなことでありまして、実はそういう話を商工関

係の方ともした中では、私の考え方としても、もうこれは行政だけではどうにもならない

課題だということがまず一番先に言えることであります。そういう課題をどうクリアして

いくかということになりますと、いわゆる町民というか参加型の、参加というか、いわゆ

る共同で物事を進めていくという、いわゆるそういうサイドの考え方、意識の変革、これ

はどうしても必要になってくるんじゃないかという、お互いに汗をかくということも含め

てやっていかなければ、なかなかできないこと。そうやってしたらそれをどう作っていく

のかと。どうお互い汗をかく、合意をして理解をして、さあ一緒にやろうということにな

るのかという、その手法がなかなか難しいという話になるんですよね。だからその辺をや

はりこれはそこだけにお任せして何とかしなさいということには、やっぱりなかなか難し

いんで、一定の例えばその先進のところに対しての研修に行くときの助言だとか、あるい

は費用負担だとか、何かもうちょっと一歩進んだ支援のあり方というのも行政としてでき

ることは、やっぱりそこはできるんではないかというふうに思いますので、そういうこと

も含めた展開というのが求められて、はじめて町民主体、あるいは住民主体の参加型のも

のというか共同ができていくんではないかなというふうに思いますが、その点はどうでし

ょうか。 

〇副議長（西山由美子君） 町長。 

〇町長（菊池一春君） まったくそのとおりです。例えば、この間に菅野養蜂場がまちの

中に出てまいりました。かがみ菓子店がお菓子を販売しています。そしてまた、協成の織

田君がアイスクリームの販売をミルククラウンという名のもとに出ています。今、高島屋

と連携して数万個のアイスクリームの販売、あるいは輸送の仕組みができてまいりました。

これを一つの法人化、あるいは株式会社化をしてでも、公社化でもいいんですけども、こ

れを束ねながら訓子府の特産品として発売していく。発送していく。こういう状況にもう

やっときたなという感じをしていますので、ここで誰がそれを中心になってやるのか。も

ちろん職員を派遣する。そして住民の中で会社経営を名乗りを上げてもらうということが

私は必要だなと思っていますので、時期が非常に成熟してきたというふうに私自身は思っ

ています。 
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〇副議長（西山由美子君） 工藤弘喜君。 

〇９番（工藤弘喜君） ぜひそういう形で、これは町長がどうするこうするということに

はなかなかなっていかない。もう既に次のステージで考えていただかなければいけないこ

とになりますが、でもそれはいってみてもここに説明員の方含めて職員の方もおられます

ので、そういう思いをぜひ職員の方々も共有をいていただきたいなということでの質問と

して受けていただきたいなと思っております。そういうことを考えたときに、まちづくり

参加条例の中で、それに伴ってまちづくり推進会議というものがあります。これもやっぱ

り大きな役割を果たしていくのかなというふうに思いますが、これ一定程度、新たな事業、

いわゆる課題に対応するためには、ちょっとこう改革をしなきゃいけない。改定をしなき

ゃいけないというか変更しなきゃいけないことも出てくるのかなというふうな思いもしな

がらちょっと見ていたんですが、そこの中で、例えば、その機能を果たしながら、なんと

かそこの推進会議のような公のそういう作った仕組みの中で、この町の活性化に向けた部

分、あるいはそれだけじゃなくて、先ほどから出てる脱炭素の問題含め、あるいは人口減

少の問題含めて、協議ができていく、そういうものを何とかできないのかなという、そこ

にまた大きな役割が推進会議の中でもあってもいいのかなというふうには思ってはいるん

ですが、その推進会議の考え方について、今後の考え方については、どのように考えてお

られるのか、ちょっと伺っていきたいと思います。 

〇副議長（西山由美子君） 町長。 

〇町長（菊池一春君） 冒頭申し上げましたとおり、この会議は町民が主役なんだよと。

まちづくり参加、まちづくりそのものは町民自身が参加して主権者として、それを実行し

ていくということを一つの考え方として出していきました。しかし、なかなか難しい。ニ

十何人立候補を求めても数人しか来ない。女性を求めてもなかなか出ない。いろんな状況

の中でどうすれば委員さんから私が質問を受けて回答する。こういう時代はやめようと。

それで参加委員の中から住民の代表の方に議長になっていただいて、そして委員さんとフ

リートキングできるような状況をどう作るか。一つはこれは分散会方式を取り入れていま

す。すなわち分科会方式をやって、より意見を吸収して、それを議長が会長がまとめてい

くというやり方をやりながら、今ものすごい活発な意見が出てくるようになりました。非

常に一つの成果だと思います。その意見を会長と副会長が私のところに来て、こういう意

見があった。そして町長は行政運営にこれらの意見を反映してほしいという状況が出てい

ますので、これは年数回、各回ごとにやっているということですので、今後さらに具体的

な課題に対して、これらが中心的に役割を果たしていくということをやっぱりやっていか

なきゃいけないというふうに思います。 

 もう一方で例えば脱炭素問題であります。さらには、人口減少の問題とかいろいろあり

ますけども、これはグローバルな問題です。私はここにバッチつけています。この一つ一

つの課題をどう捉えるか。これは悪いんですけど、まだまだうちの職員勉強不足です。こ

これから今後の町政執行にあってスペシャリストとして、こういう脱炭素社会をどう訓子

府町で実現していくのか。訓子府のＣＯ２というのは今どんな状況か。それは家庭、地域、

企業といった分析とそしてこれらに対する具体的な政策と町民の意見がかなり積極的に出

していただきながら現実のものにしていくというですね、こういうプロセスがこれからも

っと必要になっていくんではないかと。その期待に私は職員は応えていくべきだと考えて
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おりますので、ご理解いただきたいと思います。 

〇副議長（西山由美子君） 工藤弘喜君。 

〇９番（工藤弘喜君） なかなか今、職員にしてみたら大変厳しいお話ということにも聞

こえるんではないかなというふうに思いますけれども、これはやはりそういう時代背景と

か、やっぱりいろんなものがこう嫌が上にでも、この小さな町にでも覆い被さってくると

いうか、解決をしていかなきゃいけないというふうになっていますので、本当に大変では

ありましょうが、ぜひ研究も含めて取り組みをお願いしたいなというふうに思っておりま

す。特に、ごくこの私たちの町に関することでいけば人口減少問題が本町も公共施設等管

理計画のようなものを作成して、いわゆるさまざまな公共施設が本町にもあります。公園

からはじまって、さまざまなこういう役場庁舎も含めて、スポーツセンターも含めて、そ

れからさまざまなものがありますが、そういったものが、この本当に将来、この先４０年

というのは、やっぱりどうしても、どんなことがあっても人口減少は避けられないという

科学的な見通しもあります。それも現実であります。今の地方創生がこれまで進めてきた

人口の奪い合いのようなことで果たしていいのかという、そういう見直しもやっぱりして

いかなきゃいけない時代でもありますし、もう一歩ちょっと踏み込んだ話になりますけれ

ども、ふるさとおもいやり基金のような、いわゆるそういう制度も含めて、本当にこれで

いいのかという議論がおそらくこれから起こってくるのではないかなというふうに思って

おります。そういうことで果たしてどこまで今のそういう大きな課題に対応できるかとい

うことが限界にくるんでないかと。そういうことから考えますと、やはり自分たちの町を

自分たちでどうしていくのかという、そういう部分をやっていく中で、おそらくこの次、

近い将来に向けて公共施設等の問題等々も出てきて、やっぱりそれらについての議論、い

わゆる回答を出すというか方向性を出すためには、本当に町民同士の合意と理解と協力な

ければ進まない話ではないかと思いますので、先ほど町長が答弁にあったように、この参

加条例の中で、推進会議の持ちようも含めて、あるいは職員の皆さんの頑張りも含めて、

やはりそういった手立てで進めて解決に向けていくということが求められていくんでない

かなというふうに私は思っています。ぜひそういうことで、もう一度、この素晴らしい条

例も含めてできていますんで、これをどう生かしていくかということをやっぱり職員の皆

さん方にも、ちょっとこう時間がかかるかもしれませんけれども、どうそれを進化させて

いくかという面で協議をしていただきたいなというふうに思っていますが、いかがでしょ

うか。 

〇副議長（西山由美子君） 町長。 

〇町長（菊池一春君） あとで泉議員と記憶してますけども、人口減少問題の１本で質問

が出てくるということもありますから、詳しいこともちょっと避けますけども、しかし、

２０２０年、今から３年前、北海道の人口は５２０万人でありました。２０４０年には４

００万人になるという。私どもの町が２０４０年になったらどんな町、どんぐらいの人口

になるかというと３千人台に入っていくということですから、今、四千五、六百ですから、

３千人台になっていくということですから、厚生労働省の人口問題研究所の予測はほぼ間

違いなく、こういった時代になっていくんではないのか。そうすると３千人台の人口をど

う捉えてどうしたまちづくりをやっていくかというのは、これからいろいろ答弁させてい

ただきますけど、今は避けます。しかし、置戸、今二千七、八百人です。西興部千人台だ
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と思います。この二つの自治体が果たして訓子府町からみたら地方自治体としての運営が

劣化してるかといったら、そんなことは全然ない。これはね、議員の皆さんに確信持って

もらいたい。人口減少があたかもね不利益な状況だなんていうことをね、これは日本の構

造的な問題です。北海道も４００万人になっていくという状況をどう捉えて、そこに住ん

でいる人たちがいきいきとした町をどうやって作っていくかということを私は考えていか

なければならないと思いますので、ぜひですね、議論をこのまちづくり推進会議で議論を

していきたいと。このまちづくり推進会議のアドバイザーとして酪農学園大学の河合博司

教授をずっとお願いをしてきました。これは京都大学出た方でして、大変な見識を持った

方で、大変具体的な提案もしていただきましたけども、体調を崩して京都に帰りました。

しばらく、この研究者を置いておりませんでしたけれども、私は今、新しい予算で年１回

か２回でも札幌大学の武岡教授に地方自治についてのアドバイザーを再び今度はお願いを

したいというふうに考えています。これは予算がとおりましたら、こういったことも含め

てですね、よりまちづくり推進会議が専門家のご意見もいただいて活性化するような、こ

ういったものにしていきたいと考えておりますので、理解をお願いしたいと思います。 

〇副議長（西山由美子君） 工藤弘喜君。 

〇９番（工藤弘喜君） ありがとうございます。最後の方の質問にもなっていくんですが、

今これまでいろいろやりとりをしてきた中で大体、取り組まなきゃいけない、そういう姿

勢の問題も含めて、私の考えも本当に同じような、そういう立場ということも理解されて

いるなというふうに思って聞いておりました。それで、一番、いわゆる町民参加だとか町

民が共同で職員も含めた共同の中で何かをしていかないと解決ができない問題というのが

多々出てきていく中で、それを最後になりますけれども、言ってみれば否応なく今言って

いるような人口減少社会、減っていくからそれを何もしなくてもいいということではない

んですけれども、やはり否応なくそういう状況というのは構造的にありますので、そうい

うようなときにおけるまちづくり、あるいはさまざまな課題解決に向けてこれまで以上の

いわゆる町民の方々の合意形成と言うのが大切になってくるわけですけれども、ちょっと

シンプルな繰り返しのような質問になりますけれども、合意形成を得る、合意形成ができ

るというためのポイントといいますか、行政としての欠かしてはいけないことは何かやっ

ぱりあるような気がするんですが、私はやはりその前提としては、まず情報の公開、ある

いは情報の公開と共有といいますか、そういった部分とそれをベースにした町民との十分

な協議と。これは先ほど言っているような推進会議なり町民参加条例の中での役割にもな

っていくんですが、それと同時に行政に対する信頼という部分。これがやっぱり欠かすこ

のできない要件といいますかになっていくんではないかなというふうに思っているところ

ですが、この信頼ということになると、これはまたなかなか言うことは簡単だけれども、

なかなかそうはならない部分もありますけれども、砕いて言えば一人一人の職員の皆さま

方の町民に対する対応の問題含めて、やはり地方自治が本旨としている住民の福祉の増進、

あるいは憲法２５条の問題含めて、それを具体化するような、やはり対応といいますか、

そういうものというのはやっぱり欠かしていけない、そこがあってはじめて住民に対する

町民に対する信頼という、信頼感の醸成ということにつながっていくんではないかなとい

うふうに思いますが、これを抜きに今まで議論してきたことが本当にいい形で機能してい

くための最低条件ではないかなというふうに私は思っているところでありますけれども、
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そういうことも含めて町長のお考えともう一つ、この地方行政に関する専門家というか学

者でもあるんですけれども、やはりこれからは地方自治法に定める住民自治と団体自治、

これの確立ということから言って、やはり自立の町民、あるいは市民も含めた自立の精神、

これをどう醸成していくかと。自分たちの町のことは自分たちでやって自分たちも汗をか

きながら、やれることやれないことありますけれども、やれることやれないことあります

けれども、やれることを共にこうお互いにやる。訓子府の場合は非常にそれが進んでいる

ところもあると思ってみています。例えば除雪の問題含めて、各町内会の中でも先進的な

取り組みをしているところもありますし、高齢者の見守りも含めて各老人クラブ、町内、

実践会も含めた、そういうところでも取り組みもありますんで、そういうことも含めて、

それもやっぱり最終的には自立の精神に結び付くんだというところをしっかり押さえなが

ら、そういうものをどう醸成していくのかという、その辺の考え方について、最後にお答

えいただいて、私の質問を終わりたいと思います。 

〇副議長（西山由美子君） 町長。 

〇町長（菊池一春君） 極めて本質的で大事な提案、意見をいただいていると思っていま

す。私は住民の主体と言いましょうか、住民が中心のまちづくりと職員が専門家として、

それを支えていく。共に協働していくということは、もう自治の要だというふうに思って

おります。しかし、１６年間町長をやらせてもらって、いろんな反省点や気付いたことも

あります。 

 まず１点目です。平成の合併は何をもたらしたかということです。私は本当に置戸と合

併しなくて良かったと思っています。合併した自治体がかなりの部分が衰退しているとい

うのはもう紛れもない事実であります。これは置戸も前井上町長とも確認し合いました。

私はいろいろ嫌われましたけども、訓子府が悪いとか、いろいろ言われましたけど、しか

しやっぱり自治の道、自立の道を歩んだということについては正解だったなというふうに

思えてなりません。それは国の言っていることが１００％正しいだなんて絶対思っちゃい

けないということです。１万人以下の自治体は窓口業務しかないという答申が出ました。

ガラッと変わってきました。しかし、私はそんなことはないと。財政の問題からいっても

さまざまな人口問題からいってもそれはあり得ないということを立候補のときに訴えてま

いりました。ときとして、国は嘘を言います。この嘘か本当かというのは、どこで見分け

るかというのは住民自治。まさに住民の幸せにとって、この施策は正しいかどうかと見極

める判断が町民と職員には求められていると思えてなりません。これから今、ＤＸやＩＣ

Ｔの問題があります。人口減少の中でコンピューターやあるいはこういった機器を利用し

たまちづくりというのは、これからどんどん出てきます。ここで気を付けなきゃならない

のは、それは利用しつつも町民と職員といいましょうか、乖離していくというような状況

は絶対避けなくてはいけないということです。自分たちのやっている仕事が町民の将来に

とって本当にいいかどうかという見極めと学習と力量形成が職員には求められます。もち

ろん職員にも住民の方にも信頼してもらわなければならないというふうに思います。憲法

２５条のいっている生存権の問題にしても非常に厳しい状況にさらされているということ

です。福祉関係もしかりです。国民健康保険も上げようと。高い高いと言われながらもさ

らに上げようという状況も出てきています。そういったときに職員が今大事なことは一体

何なのかということは、町民に寄り添うということです。住民に寄り添うということ抜き
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にして町の発展はあり得ないというふうに思っております。だから私は夜間町長室、休む

ことなく１６年間、毎月１回は町長室を開設しています。来ない日もあります。でももう

辞めることを知ったせいか、たくさんの方が今、夜間町長室にやってきます。こういうこ

とも一つです。それから青空町長室というのは訓子府の伝統的な広聴活動です。いろいろ

な手を変え、品を変えました。車座トーク。しかし残念ながら、これの開設する実践会、

町内会というのは限られております。しかもコロナ禍があって、なかなか難しいことがあ

ります。実践会、町内会の行事は軒並み中止ということは、この数年間起きてまいりまし

た。このことによって、非常に町民に寄り添うということは限られてきているというのも

現実です。だから、地域担当職員を提案しました。いろいろ紆余曲折ありましたけども、

大雪が降っても何しても職員はひとり暮らしや夫婦二人の高齢住宅にスコップを持って出

かけて「元気ですか」という声をかけることは当たり前の役場職員になってほしいという

ことをお願いし、それを実行してきたということも事実であります。しかし現実的には、

まだまだ厳しいものがたくさんあります。ぜひ、住民と職員との信頼関係、これはまさに

寄り添うことからはじめなければならない。すなわち生活の貧しさや苦しさや大変さを自

分のものとして受け入れる。こういう姿勢が求められているんではないかなと思っており

ます。 

 以上です。 

〇副議長（西山由美子君） 工藤弘喜君。 

〇９番（工藤弘喜君） 以上をもちまして、私の質問を終わりたいと思います。どうもあ

りがとうございました。 

〇副議長（西山由美子君） ９番、工藤弘喜君の質問が終わりました。 

 ここで午前１０時３５分まで休憩いたします。 

 

休憩 午前１０時２２分 

再開 午前１０時３５分 

 

〇副議長（西山由美子君） 休憩前に戻り、会議を再開いたします。 

 次に、８番、谷口武彦君の発言を許します。 

 谷口武彦君。 

〇８番（谷口武彦君） ８番、谷口です。通告書に従いまして、一般質問させていただき

ます。 

 住宅政策推進事業について。 

 訓子府町にとって住宅の問題は切っても切れない早急な対応が必要な時期に来ているの

ではないかと考えます。 

 今年度は住宅政策推進事業として、新規の取り組みを含めたさまざまな事業が行われま

したが、それらについて伺います。 

 １、空き家住宅実態調査の方法とその結果は。また、その結果をどのように活用し、生

かしていったのか。 

 ２、不良空き住宅等除去補助金が今年度から始まりましたが、活用はあったのか。 

 ３、空き家活用定住対策補助金の今年度の活用はあったのか。 
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 以上です。 

〇副議長（西山由美子君） 町長。 

〇町長（菊池一春君） ただいま「住宅政策推進事業について」３点のお尋ねがございま

した。 

 １点目に「空き家住宅実態調査の方法とその結果は。また、その結果をどのように活用

し、生かしていったのか」とのお尋ねがございました。 

 本町では、今年度に空き家対策を総合的かつ計画的に推進していくための基礎資料の整

備およびデータベースを行うことによって空き家等の適正管理および活用促進等を図るた

めに、空き家実態調査を行ったところです。 

 町内全域を調査した結果、空き家と思われる建物が１４０件存在し、その所有者にアン

ケート調査を行ったところ７０件からの回答が得られ、主に３点の実態が明らかになりま

した。 

 一つ目が、回答者の約７割が高齢者であること、二つ目に、回答者の約半数が町外居住

者であること、三つ目に、回答者の多くが空き家の改修や解体にかかる費用の支出が困難

と考えていることです。 

 町では、このたびの実態調査で得られた空き家情報を基に空き家の状況把握に努めてい

くとともに、空き家所有者が適正に管理を行い、将来に向けて不良空き家を増やさないよ

うに検討してまいりたいと思いますのでご理解願います。 

 ２点目に「不良空き家住宅等除去補助金が今年度から始まりましたが、活用はあったの

か」とのお尋ねがございました。 

 今年度から不良空き家住宅の解体に要する費用について５０万円を上限に２分の１を補

助する制度を開始しました。 

 募集期間内に空き家所有者から３件の申し込みがあり、建物の不良度判定を行う基準で

ある住宅地区改良法の規定に基づき、職員により現地で不良度判定を行った結果、２件を

不良住宅と認め、補助金交付を決定しましたが、空き家所有者が解体業者に見積もっても

らったところ、想定以上の費用がかかることが分かり、解体費用を工面することができな

いことから、残念ながら２件とも解体を断念するとの申し出がありました。 

 ３点目に「空き家活用定住対策補助金の今年度活用はあったのか」とのお尋ねがござい

ました。 

 今年度の活用状況は、令和５年２月末現在で３件の申請がありました。いずれも「町内

在住者で中学生以下の子どもの同居家族がいる者」に該当し、それぞれ２００万円の補助

金を交付いたしました。 

 以上お尋ねのありました３点についてお答えいたしましたので、ご理解賜りますようよ

ろしくお願いいたします。 

〇副議長（西山由美子君） 谷口武彦君。 

〇８番（谷口武彦君） 何点か再質問させていただきます。空き家住宅実態調査ですが、

地図作製業者に委託をしてですね、調査をしたということだと思いますけども、それを今

回はデータベース化にして活用していくということで、当初の予算であったと思います。

私も新しい完成した地図を持ってですね、町内をちょっと回ってみたんですけども、地図

の中では氏名が書かれているお宅も、今、雪があるので除雪をしていないなどで、ちょっ
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と見た目空き家なのかなというところが分かりやすくなっているところも多く見られまし

た。今回の調査の結果でですね、１４０件の空き家があったということを答弁いただきま

した。それらのデータベース化をしたんだとは思いますが、ちょっと地図の作製業者に確

認をしたところ、次回は６年後というお話も聞きました。６年後というとですね、住める

住宅もさらに痛みが激しくなって、そのまま放置すると住めなくなってしまうのではない

かなというところもありますので、今後ですね、まず町として、どのような期間でこのデ

ータを更新していくような考えでいるのか伺います。 

〇副議長（西山由美子君） 建設課業務監。 

〇建設課業務監（河端 健君） ただいま、得られたデータをどのように更新、活用して

いくかといった、そのようなご質問がありました。今回、空き家の実態調査行うにあたり

まして、地図業者のゼンリンさんと業務委託をし、町内全域を調査したんですけれども、

たまたま今年がですね、ゼンリンで発売している住宅地図の更新時期であったということ

で、その更新に際して全町を回るんですけれども、その際にあたりをつけて、それを実態

調査の中で再度個別に回っているところで、議員おっしゃられるように地図の今度の更新

が６年後だということなので、今回、地図の更新に合わせることで業務費用の軽減という

のも一部図られたかなと思いますけれども、６年後となると若干遠い未来になのかなと思

われます。あと所有者の多くが高齢者であるということもありますし、今まだ不良住宅ま

では呼ばれない建物も６年後には老朽化が進んで一部周りに危険を及ぼす建物になり得る

可能性もあると思いますので、いただいたデータベースを活用しながらですね、空き家が

増えていくか、あるいは減らしていくかといったことも適宜把握していきながら、６年後

とは言いませんけれども、もっと早い時期に更新するような時期がくるかもしれませんが、

その際はちょっと状況を判断しながら検討してまいりたいと思いますので、ご理解願いま

す。 

〇副議長（西山由美子君） 谷口武彦君。 

〇８番（谷口武彦君） データとしてはですね、常に新しいものがあるのは一番良いんで

すけども、毎年、毎年、最新にするというのは厳しい状況もあると思いますので、できる

限り新しいものにしていっていただいて、今後本当に大事な資料としてですね、活用され

ていくと思いますので、行っていってほしいと思いますけども、また、７０件、半分の方

から一応アンケートの結果が来たということですが、その中でさまざまな課題も見えてき

たというところもありますが、１４０件全て見られたのかと思いますけども、７０件のう

ち実際に見に行って、いろんなランクじゃないですけども、実態を把握されたんだと思い

ます。本当に危険な住宅もあると思いますし、まだまだ新しい住宅もあると思います。見

た目のみで良い、悪いのランクをつけるのはちょっと難しいのかもしれませんが、ぜひで

すね、その実態を把握していただいて、空き家の状況をこれからこのデータをですね、よ

り良いものにして活用していただきたいなと思います。また、それに関わって不良空き家

住宅等除去補助金ですね、申し込みがあって交付を決定したにも関わらず、費用がかかる

ということもありまして、残念ながら断念されたということでした。金銭的な課題が大き

いのかなと思いますが、それ以外に課題などはあったのか。申請して決定しなかった１件

があったと思うんですけども、その事例はどのような理由だったのか伺いたいと思います。 

〇副議長（西山由美子君） 建設課業務監。 
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〇建設課業務監（河端 健君） 空き家の解体補助で３件申し込みがありまして、その中

で２件が対象となったんですが、２件とも残念ながら断念されたということで、ちなみに

いくらぐらいかかるのかということをその方にお聞きしたところですね、１８０万円とか

２３０万円といった費用がかかるということだったので、５０万円後ほど補助をするにし

ても一度はその金額を負担して払わなければいけないということがあるかと思います。な

かなか高齢者の方も多いということで、一度にそうした大きな額を支出することは難しい

のかなというのは実情として感じているところではございます。 

 あと問い合わせの中で「不良住宅って何だい」とか「うちの家も対象になるのかい」と

いった話も何件かあったんですけれども、町で考えた今回の補助金については「住宅地区

改良法」という国の法律に基づいた不良度判定によって点数が１００点以上のものを不良

住宅と認めて、それに対して補助するというものだったんで、中には対象にならない建物

もいくつかあったのかなと。３件のうち１件はそのようなことで、現地調査してまいりま

して、残念ながら１００点以下だったということで対象とならなかった旨、所有者にお知

らせしたところでございます。 

〇副議長（西山由美子君） 谷口武彦君。 

〇８番（谷口武彦君） 不良住宅という定義、１００点以上、ポイントがあると思うんで

すけども、そちらもですね、問い合わせもあったと思うので、今後ですね、またこの補助

金があるかどうか分かりませんが、なったときにはですね、もうちょっと分かりやすく周

知をしていただきたいなと思いますし、ぜひですね、不良住宅を増やさないようにしなけ

ればいけないのかなと思いますし、長年空き家を放置してしまうとですね、家も本当に先

ほど言いました傷んでいくんでないかなと思いますので、不良住宅の方は本当に今後デー

タベースを生かしながら持ち主の方ともですね、連絡を取りながらやっていただきたいな

と思いますのでよろしくお願いいたします。 

 また、今年度の空き家活用定住対策補助金、空き家バンク制度になりますが、３件の申

請があったというふうになっておりました。過去の件数からすると少なくなってきている

んではないかなという気もちょっとしますが、空き家の登録者数が少ないのかなというと

ころもあると思うんですが、この事業、今まで何年もやってきていると思います。私、空

き家バンクの第１号でございます。なので本当にいろいろ最初に申請するときは、ちょっ

とそのときとはいろいろ変わってきているんだと思いますが、今まで行ってきて課題はな

かったのか伺いたいと思います。 

〇副議長（西山由美子君） 町長。 

〇町長（菊池一春君） まずですね、実態調査の中で１４０件うんぬんの話がありました。

７０件から回答あったと。補助金の申請が３件あったと。１件は対象外。まだそんなにい

ってないということ。残った２件をあれしたら百数十万のうんぬんから１８０万から２３

０万かかる。これはね、事務局でも検討してたんですよ。結果としてね、一つ目はね、回

答させていただきましたけど、７割が高齢者。二つ目にはね、町外居住者なんですよ。三

つ目に空き家の改修、解体にかかる費用のね、支出が困難だと。二百数十万かかるのに５

０万しか補助でないというのは何だという話です。これは内部で相当議論しました。まず

は国の補助に基づいてマックス５０万をそのまま踏襲しようということで令和４年度やら

せていただいた。それは近隣町村も同じ考え方です。もしこれを促進するならば、例えば
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３分の１補助とか２分の１補助とか国を超える施策を訓子府で覚悟できるかどうかという

ことなんですよ。そうしないと年取った人が二百数十万も金出してですね、５０万しか出

ないなんていう状況では、これは乗り越えられないんで、ある意味では、今後の議会との

ご理解もいただきながらね、この施策のより具体的で活用があるような方法を作っていか

なきゃならないというのが私の考え方です。当然データが６年に１回では古くなってきま

すから、こういったことも配慮しながら新たなものをやっていかなきゃならないなという

ふうに思います。 

 それから、住宅の申請で２件しかなかったと。各２００万だと。これね、空き家バンク、

もうご存じだと思いますけれども、やっぱりね、耐震以降の昭和５６年以降の新しいもの、

比較的新しい住宅は飛びつくんですけど、経過として、それ以前に建てられたものとか何

とかというのは、かなり広報なんかでもアピールしてますけども、非常に鈍いというのが

実態としてあるんで、これらをですね、どうするかということもありますので、ある意味

では現状では致し方ないということで今進んでますけども、そういった耐震以前の空き家

バンクに登録している施策をどうしていくのかということもですね、一方で考えていく、

いろんな活用方法をこれから考えていかなきゃならないなと思います。 

〇副議長（西山由美子君） 谷口武彦君。 

〇８番（谷口武彦君） 今、町長言われたとおりだと思います。耐震の住宅、古い住宅が

リフォームしているんですが、空き家バンクの対象にならなかったという方もいますので、

ぜひですね、本当に空き家を減らしていくためには、条件いろいろあると思いますが、少

し緩和するなど、そこら辺を考えていただいて、町民の人が喜んでいただけるような、新

しい施策を考えていただきたいなと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 では、次の質問に入りたいと思います。 

 商工業振興策について。 

 １６年間という長きにわたり、町政を担ってきた菊池町長にとって、職員時代に手掛け

ていた商店街街並整備事業など、商工業発展のために数多くの政策を掲げていらっしゃい

ました。今回の勇退という決断をなさいましたが、商工業振興の思いを伺います。 

 １、１６年間でさまざまな商工業振興策を行われましたが、訓子府の元気につながった

事業、また、なかなか実現半ばの事業もあったと思われますが、今後の町政に託すものは

あるのか。 

 ２、商工業支援のための、元気なまちづくり推進室を設置しましたが、その効果検証は。 

 以上です。 

〇副議長（西山由美子君） 町長。 

〇町長（菊池一春君） ただいま「商工業振興策について」２点のお尋ねをいただきまし

たので、お答えをさせていただきます。 

 １点目に「１６年間でさまざまな商工業振興策を行われましたが、訓子府の元気につな

がった事業、また、なかなか実現半ばの事業もあったと思われますが、今後の町政に託す

ものはあるのか」とのお尋ねがございました。 

 商工業・商店街の振興については、私の４期目の最重点課題として位置付けておりまし

た。 

 その中で、商工業の振興について専門の部署を設ける必要がある。そして、空き店舗と
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空き家対策はそれぞれ別の部署で担当していたことから、窓口を一本化し専門的にかつ効

率的に取り組んでいくため、令和元年７月に元気なまちづくり推進室を設置しました。 

 訓子府の元気につながった事業は、まず平成２３年度からスタートした「住環境リフォ

ーム促進事業」であります。これは商工会が事業主体となり町内事業者の受注機会の増加

と商品券による町内消費の拡大にもつながる事業です。需要が多く、年度途中で予算を使

い切ってしまうことから、商工会では受注調査などを行い、令和元年度から予算を現在の

６００万円に増額しております。 

 また「店舗出店等支援事業」については、不足業種の解消や町外からの移住者の出店な

どがあり、訓子府町の元気につながっていると考えております。 

 一方、実現半ばの事業の一つとしては、まち・ひと・しごと創生総合戦略策定の際に住

民アンケートを実施し「ドラッグストア」のニーズが多く、生活の利便性向上のためにも

検討が必要になってくると考えております。 

 ２点目に「商工業支援のための、元気なまちづくり推進室を設置しましたが、この効果

検証は」とのお尋ねがございました。 

 元気なまちづくり推進室については、大きく分けて二つの仕事を担っております。一つ

は中小企業等振興・商店街振興などを担う商工業振興対策、もう一つは、まち・ひと・し

ごと創生総合戦略の策定・実施、移住・定住対策、交流人口・関係人口の拡大などの地域

振興対策となります。 

 商工支援のための元気なまちづくり推進室の効果検証ですが「住環境リフォーム促進事

業」や「店舗出店等支援事業」などの商工業振興対策を地方創生の視点に立って経済的か

つ一体的に取り組んだことによって地域経済の活性化に大きく寄与していると考えており

ます。 

 また、コロナ禍において、商品券の配布やプレミアム付商品券の発行、事業者支援金の

給付など町民の生活と事業者の経営にとって貢献できる事業を展開してまいりました。 

 これらは、元気なまちづくり推進室を設置し、それを専門的に素早く対応できた大きな

成果であると考えております。 

 以上、お尋ねのありました２点についてお答えいたしましたので、ご理解賜りますよう

よろしくお願いいたします。 

〇副議長（西山由美子君） 谷口武彦君。 

〇８番（谷口武彦君） ただいま、町長が１６年間で行った商工業、商店街の振興策につ

いて、ご答弁いただきましたけども、先ほどの工藤議員の中でもありましたけども、重複

することもあると思いますが、再質問の方をさせていただきます。空き店舗対策、店舗出

店等支援事業など、商工業者や町民の皆さんにとってはですね、空き店舗の解消、また町

内になくなってしまった業種の出店など、本当にありがたい事業だったなと思っておりま

す。さまざまな業種、それから町内外からも出展者がくるなど、移住定住にも大きな役割

の一端を図っていると思いますが、この事業を行ってきた中で何か課題などはなかったの

か伺いたいと思います。 

〇副議長（西山由美子君） 元気なまちづくり推進室長。 

〇元気なまちづくり推進室長（坂井毅史君） 事業を行っていく上での課題、問題という

ことだたったと思うんですけども、店舗出店や例えば後継者育成事業でいくとさまざまな
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事例発生、当時、要綱なり規則を作ったときには、こういうことだったんだけれども、そ

れ以外で事例が発生したりする場合もございましたので、例えば店舗出店でいったら第二

創業ですとか、後継者育成でいくと年齢の引き上げとかということがございました。その

都度、時代に合ったというか、ニーズに合ったような対応をしてきたところでございます。

課題というか、店舗出店でいくと商店街をご覧になったら分かると思うんですけども、元

やられてた方は店舗と住宅が、店舗兼住宅という場合がすごく多くて、お店をやめられる

んだけれども、住宅の方はそのまま住まわれるということで、その店舗がどうするのかと

いうところが非常にこう、何件か今そういう状態であるんですけども、空き店舗を減らす

という上では、そういうところをどうするかというのが今後の課題かなとは思っておりま

す。 

〇副議長（西山由美子君） 谷口武彦君。 

〇８番（谷口武彦君） 元の大家さんといいますか元の事業主の方が住まわれているのは

結構課題ではないかと。私、何回か質問したときにも、その問題もちょっとありますし、

トイレが一緒だとか水回りが一緒だという問題もあると思うので、なかなか店を貸しづら

いんだという話も聞いたこともありますので、ぜひですね、そこの解消に向けてもまた、

考えていただきたいと思いますし、大家さんに出てけというわけはいかないとは思うんで

すけども、そういったところも何か新しい、ぜひですね、移住定住につなげていただきた

いと思いますので、町外から来る方も住む場所として店舗と一緒の方がいいのかなという

方もおりますので、検討していただきたいなと思います。 

 また、訓子府の元気につながった事業ということで、住環境リフォーム促進事業を挙げ

られていました。こちらもですね、工業、商業、サービス業と全ての商工業者に、そして

多くの町民の皆さまに喜ばれた事業だと思っています。これらの事業も１０年以上経過し

ていると思いますが、その中でも課題などがあれば伺いたいと思います。 

〇副議長（西山由美子君） 元気なまちづくり推進室長。 

〇元気なまちづくり推進室長（坂井毅史君） 住環境リフォーム事業の課題ということだ

ったんですけども、先ほど町長の答弁にもございましたとおり予算的にはですね、もう数

か月もしないうちに使い切ってしまう。それだけニーズが多いということなんですけども、

それを踏まえて令和元年度から今まで４００万だったのを６００万に増やして、それでも

なおかつ、少ないと予算を使い切ってしまうという状況でございます。この事業が来年度

以降、新しい体制になりますので、継続するかどうかというのは今のところなんですけど

も、非常に町民からのニーズも多いということで、１回やる上では商工会で受注調査など

を行ってますけども、今後についても、何回か議会でも質問があって答弁させてもらって

ますとおり商工業者、受注業者についても仕事が追い付かない状況、もう１年分の仕事も

らったよという方も中にはいらっしゃいました。その辺のバランスを含めて続けていく上

では協議していかなきゃならないと考えております。 

〇副議長（西山由美子君） 谷口武彦君。 

〇８番（谷口武彦君） 次年度どうなるかというところまだ分からないという話もありま

すけども、本当にニーズの多い、今言われたとおり事業だと思っています。商工業者がで

きない範囲もありますが、ぜひですね、本当に先ほどの空き店舗にしろ店舗の改修、すべ

てそうですけども、住環境リフォームも商工業者にとっては本当になくてはならない事業
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になっていると思いますので、次の町長が決めることかもしれませんが、引き続きご検討

いただきまして、提案していただきたいなと思っておりますので、よろしくお願いいたし

ます。 

 また、本当に先ほどもありました事業半ばの事業としてドラックストアのニーズのこと

を触れられておりました。ニーズが多く検討が必要なのかなと思いますが、私も本当に多

くの町民の方からドラックストアの話を聞くことがあります。以前、質問でもありました

が、そういった企業を誘致するためにも空き家だけではなく、本当に空き地のことですね、

空き地バンク、何回も言いますけども、空き地バンクなども作ってですね、町民の声を実

現するためにもドラックストアだけではなくてですね、さまざまな業種や店舗に対応でき

るまちづくりを進めていただきたいと思います。 

 また、元気なまちづくり推進室ができたことにより、商工業者や商工会にとっては、さ

らに身近な行政とのつながりを持てたと思っています。推進室によって、さまざまな事業

がなされていますし、私も商工業者として大変助かった一人であります。今後、商工業支

援のため、どのような形になるか分かりませんが、さらなるお力添えをいただけるのでは

ないかなと思っています。町長のですね、４期目の最重点課題として位置付けた商工業、

商店街の振興、町長になる前に最初の質問でもありましたが、関わりがあった街並み整備

事業など、商工業、商店街への今の思い。またこれからですね、どのようなまちづくりを

行っていってほしいと考えているのか、お聞かせいただけたらと思います。 

〇副議長（西山由美子君） 町長。 

〇町長（菊池一春君） 商店街の近代化と道道整備は深見町長さんの時代に行った施策で

す。しかし、私と当時の佐藤明美さんと伊田彰さんがメンバーとして街並み推進室という

のを作って、その実行部隊に入っていったわけです。深見町長が最後に言われた言葉が私

は大変印象的に残っていまして「ハードはもう行政が全て終わった。これからは、ソフト

事業は商工会、商工業の皆さんが中心にやる仕事なんだよ」というふうに言っていたよう

に記憶しています。しかし、とは言いながらも新しい中小企業振興法等ができて先ほど工

藤議員の質問にも答えましたとおり行政と商工業、あるいは医療機関、金融機関等々が一

体になって町の商業発展のために力を尽くすという時代に入ってきているというふうに思

います。そういう点では、私は優先的にその施策を打ち出してまいりました。これは大変

良かったなと思っています。例えば、住環境リフォームでいくと事業費だけでもですね、

おそらく１億６千万円ほどの金額になっているんじゃないかと。さらにまた補助金でいっ

ても２，４００万、件数で言っても相当な数いってるから、もう間に合わないということ

ですから、それからさっき住宅と店舗との分離の問題もありました。こういった実際に１

０年近くいろいろ手掛けた施策をまずはゼロに戻す。その上で、新しい町長がどういう施

策が今必要なのか。見直し、新たな提案含めて、やっていかなければならないなというふ

うに思いますので、これはきっちり政策予算としては上げてますけども、今度の新しい町

長がどう考えるか。新しい議員がどう考えるかということに託していかなければならない

というふうに思っております。商工会の皆さんの努力でかなりのところまではきたという

ふうに私は思っていますので、さらに元気なまちづくり推進室を作りました。これは街並

み推進室を作って以来のことです。条例で新たな室を作ったわけです。それは農林商工課

が農林行政とさらに商工行政を一緒になってやってたわけです。これはですね、人的にも
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スピードについていけないという問題もありましたから、特化して優先的な課題として元

気なまちづくり推進室に担ってもらったわけです。それに今回コロナでさまざまな補助事

業がプレミアム商品券はもちろんですけども、町の商品券も含めてやって、これみんな３

人の体制の中で商工会やなんかなどの力も借りながらやってきたという事実がありますか

ら、元気なまちづくり推進室を設けたというのは大変良かったなと思います。しかし、こ

れは限られた期間設定です。この室を残すかどうかということについても新しい町長に判

断を委ねるべきだというふうに考えておりますので、見守りながら、また議員の立場、商

工会の役員の立場からも発言をしていただきたいと思います。 

 以上です。 

〇副議長（西山由美子君） 谷口武彦君。 

〇８番（谷口武彦君） 今、町長の１６年間の思いを聞かせていただきました。商工会と

してですね、本当にこれからまた町と一緒になって新しい施策が出てこいば一緒になって

やっていきたいなというふうに思っておりますし、議員の立場としても本当に商工業発展

のためにこれからも頑張っていきたいと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 では、次の質問に入ります。 

 少子化対策について、町長と教育長に伺います。 

 ここ数年、訓子府町の出生者数は少なくなってきています。子育てするなら訓子府とし

てさまざまな子育て政策も行われていますが、今後の少子化対策について伺います。 

 １、本町において、直近５か年の年度別、そして本年の現時点についての婚姻数、出生

数は。 

 ２、子育てしやすいまちづくりのためのひとつとして、男性職員の育休を取得された実

績は。 

 以上です。 

〇副議長（西山由美子君） 町長。 

〇町長（菊池一春君） ただいま「少子化対策について」２点のお尋ねがございました。

教育長へのお尋ねもございましたが、私の方からお答えさせていただきます。 

 １点目に「本町の直近５か年の年度別、そして、本年の現時点についての婚姻数、出生

数は」とのお尋ねがございました。 

 まず、婚姻数は、平成２９年度１６組、平成３０年度６組、令和元年度９組、令和２年

度１０組、令和３年度１３組、令和４年度２月末現在で８組となっております。 

 続いて出生数ですけれども、平成２９年度は３６人、平成３０年度２３人、令和元年度

２６人、２年度２２人、３年度２３人、令和４年度２月末現在で１５人となっております。 

 次に、２点目に「子育てしやすいまちづくりのためのひとつとして男性職員の育休を取

得された実績は」とのお尋ねがございました。 

 男性職員で育児休業を取得したのは令和３年度に１名が取得しているところでございま

す。 

 以上、お尋ねのありました２点についてお答えいたしましたので、ご理解賜りますよう

お願いいたします。 

〇副議長（西山由美子君） 谷口武彦君。 

〇８番（谷口武彦君） 今のご答弁でですね、今回、直近の５か年の婚姻数、出生数を伺
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いました。非常に危機感がある数字だなとは今思っております。子育てするなら訓子府と

掲げてきた訓子府町でございます。本当に出生数も少ないですし、婚姻数の方も本当に少

ないのかなと思っておりますが、町としてですね、これまで少子化対策として、どのよう

な取り組みを行ってきたのか、主なものでいいので伺いたいと思います。 

〇副議長（西山由美子君） 町長。 

〇町長（菊池一春君） ご存じのとおりですね、例えば、幼稚園と保育所を統合して認定

こども園を５年ほど前に建設させていただきました。すなわち、親の経済状態や地理的な

状況によって入所する施設が異なるなんていうことをやめて、最高の環境の中で子どもを

教育する。そういう施策がやっぱり一つに挙げられるだろうと。二つ目は、医療費の無料

化です。これは本当は高校生まで医療費の無料化をしたかったんですよ。だけど財政的な

事情もあって、０歳から中学生までの医療費を無料にした。もちろん給食費も一定の限界

はありますけども、無料化にシフトしながら、こうした子育てしやすい環境づくりをどう

やって作るかということが私はこの間の状況の中でやってきた大事な施策の一つです。 

 以上、ご理解願いたいと思います。 

〇副議長（西山由美子君） 谷口武彦君。 

〇８番（谷口武彦君） 今、主なものを町長がおっしゃっておりましたが、本当に他の近

隣の市町村からみると本当に先駆けの町でないかなと思います。子育てするなら本当に訓

子府ということで、多くの皆さんに訓子府町に住みたいんだという声も聞くこともありま

した。しかし家がないとかっていう問題もなかなかあったので、ちょっと難しいところも

あったと思いますが、本当に子育てのしやすい環境づくりということをまず第一に考えて

いっていただいているんだなというところがよく分かったので、本当にこれからも進めて

いっていただきたいと思います。 

 また、男性職員の育児休暇を取得した実績、これ本当に子育てにも大きく関わってくる

んだと思いますが、令和３年度に１名ということがありました。ただそのときの育児休暇

をとれる対象者の方は何名いたのか。また今年度は対象者はいたのか伺いたいと思います。 

〇副議長（西山由美子君） 総務課長。 

〇総務課長（硯見康之君） ただいま、令和３年度に１名男性職員が育児休業取得したと

きの対象者と令和４年度の関係でございますけれども、令和３年度につきましては、男性

職員が２名、女性職員が２名対象となってございまして、取得したのが男性職員１名、女

性職員は２名ということになってございます。令和４年度につきましては、対象となった

のが男性職員が１名、女性職員が１名で、女性職員１名が育児休業を取得しているという

ような状況になってございます。 

〇副議長（西山由美子君） 谷口武彦君。 

〇８番（谷口武彦君） 男性職員の方も対象者にありましたけども、３年に１名取得した

ということですが、なかなか取りづらい状況にあったのかもしれませんけども、本当に少

ない中でも人数の１名の方も取得されて、本当にご理解のある職場なんだなというところ

で本当んい素晴らしいなと思っております。 

 また、北見市では、最近なんですけども、男性の議員が育児休暇を取得し、今回の定例

議会を欠席されています。職員でけではなくですね、われわれ議員の成り手不足の一端と

しても議員の産休や育休についての制度を議会としても本当に作っていかなければならな
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い時期であるのかなとは思っています。また、教育委員など、農業委員さんもそうだと思

うんですけども、町で委嘱する各委員などもそのような体制を作っていただいてですね、

成り手不足、結構、成り手が大変なのかなというところもありますので、成り手不足の解

消や少子化対策として働きやすく、産休、育休が取得できる環境を作ってほしいと考えま

すが、そちらの方を伺いたいと思います。 

〇副議長（西山由美子君） 教育長。 

〇教育長（林 秀貴君） 今、谷口議員のおっしゃったように、例えば教育委員とか農業

委員の非常勤の特別職については、労働基準法で定める労働者の位置付けではないので、

育児休業制度はないというような状況でございます。そのような状況や今、谷口議員おっ

しゃったような町議会議員の中でそういう理由としての育児休業の位置付けというのが全

国的にも展開されているところでございますけど、行政委員としての制度というのがなか

なか進んでないのが現状だと。教育委員だけのことを回答したいと思いますけど、教育委

員そのものについては、教育委員会議規則がございまして、その中で委員の欠席というと

こでやむを得ない事情がある場合については教育委員会議等の事前に報告して認めている

という状況ですので、短期的に申し上げれば、そういうとこでの育児休業という環境は整

っているんじゃないかなと私自身は理解しているところです。ただし、それぞれの行政委

員の部分もございますけど、教育委員というのは、４人という人数の中で進められている

こともあり、例えば長期的な育児休業を取るということになれば、会議の定足数の問題だ

とか教育委員の活動の中でも多少支障が出てくるという状況も想定されますので、それら

のことを含めた成り手不足とか少子化の中での教育委員そのもののあり方などについても

今後その辺のとこは検討してまいりたいというふうに思っております。 

〇副議長（西山由美子君） 谷口武彦君。 

〇８番（谷口武彦君） 教育委員さんのお話は大変よくわかりました。ぜひですね、どん

な方が出てきてもいいような体制づくりをいろんなところで作っていっていただきたいと

思いますし、本当にやりたくてもやれない環境の方もそういう理由であると思いますので、

そちらの方も今後どうなるか分かりませんけども、検討するところに入れていただけたら

なと思っております。 

 また、民間の育児休業取得者が働く事業者に対して奨励金制度を設けるなどの支援を行

う、そのような先進の自治体もあるということを聞いています。町をあげて子育てを支援

していくということも含めまして、また、半育休という手段もあると思います。決して強

制というわけではありませんけども、町の職員の方がですね、育休などを実践していただ

いて、育休を取得などをしていただくと必ず民間の皆さんにも波及していくんではないか

なというふうに考えますし、町全体として、子育てに良い環境が生まれるんではないかな

と思っています。子育てするなら訓子府、ちょっといいねがたくさんある町訓子府、若い

人たちが少しでもですね、子育て、育児がしやすいような人口減を抑えて、子どもたちが

本当に笑顔でですね、過ごせる町、子育てしたくなる町、地域の本当に周りの自治体から

訓子府に来たいんだというような、子育てができるまちづくりを目指しての意気込みを最

後にお聞きしたいと思います。 

〇副議長（西山由美子君） 町長。 

〇町長（菊池一春君） 今、議員がご指摘のとおり私どもの職員が１名育休を取った。こ
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れは自分も子育てをしてみたいんだという思いがあって、共働きですから、女性だけでは

なくて自分も取って、短期間でしたけども、育児休暇を取ったと。しかし、なかなかこう

いう意識になるというのは、行政的には「いいよ」って言ったとしても本人たちの意識、

仕事が遅れるんではないだろうか、あるいは将来の出世に影響してくるんじゃないだろう

かとか、いろんな状況がありますので、私はこれは行政はカバーしながらも自発的なそう

いう意識になることを非常に期待しています。一昨日、ジャズコンサートがありました。

これは日本を代表するドラムを叩く方、ベースを弾く方、ピアニストも来てやりまして、

ほぼ満席の状態、そこで数年前に訓子府に移転してきた実行委員長がご挨拶に立ちました。

娘が訓子府の方と結婚したと。お父さん訓子府は本当に子育てしやすい町だよと言ってい

ますと。まさに人とのつながりの良い町で訓子府で子育てしやすい町が訓子府だというこ

とを多くの観客の前でお話をしていただきました。私は大変嬉しく思いましたけども、や

っぱり子育てしやすい町、誰しもが住んで良かったと思える町をどうやって実現していく

か。行政もさることながら町民の皆さまの一人一人の思いとかやさしさ、そして行動がね、

そういうことになっていくんじゃないか。さらに何度も申し上げてますけども、行政も積

極的なですね、施策を打ち出していきたいというふうに思っていますので、よろしくお願

いしたい。 

〇副議長（西山由美子君） 谷口武彦君。 

〇８番（谷口武彦君） 本当に町民の皆さんが、まず、そういった制度を活用できるよう

に町の職員の方も積極的に取っていただいて、男性の育休も取れるんだよというようなま

ちづくりを作っていただきたいなと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 以上で私の質問を終わります。 

〇副議長（西山由美子君） ８番、谷口武彦君の質問が終わりました。 

 ここで昼食のため、休憩いたします。 

 午後は１時から一般質問を行いますので、ご参集願います。 

 

休憩 午前１１時２４分 

再開 午後 １時００分 

 

〇副議長（西山由美子君） それでは、定刻になりました。 

 休憩を解き、会議を継続いたします。 

 次に、７番、泉愉美君の発言を許します。 

 ７番、泉愉美君。 

〇７番（泉 愉美君） ７番、泉です。通告書に従いまして、一般質問をさせていただき

ます。 

 人口減少問題への対策について。 

 人口減少は、全国の自治体共通の課題です。住民が減る中で、どのような政策を打ち出

し、どのような社会を目指していくかが重要であると考えます。 

 多くの町民の皆さんの心配事でもある人口減少問題について、町も私たち町民も再認識

し危機意識を共有すべきと思い、次の４点について伺います。 

 １、近年の人口推移の実態と人口減少率をどのように捉えているか。 
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 ２、人口減少が進む中で取り組んできたこととその成果は。 

 ３、交流人口、関係人口を増やす取り組みの現状と今後の方針は。 

 ４、人口が減っても持続可能なまちであるための対策は。 

 以上について、町長に伺います。 

〇副議長（西山由美子君） 町長。 

〇町長（菊池一春君） ただいま「人口減少問題への対策について」４点のお尋ねがござ

いましたのでお答えをいたします。 

 １点目に「近年の人口推移の実態と人口減少率をどのように捉えているか」とのお尋ね

がございました。 

 近年の人口推移については、その年の１２月末現在の住民基本台帳の人口で、平成３０

年が４，９９８人、令和元年４，８８８人、令和２年４，８０９人、令和３年４，７３８

人、そして令和４年４，６３５人となっております。 

 令和４年は令和３年と比較し１０３人の減少となっておりますが、令和２年と令和３年

の減少がそれぞれ７９人と７１人であったことから大きく減少したことになります。 

 １０３人の減少があった内訳は、出生と死亡の差による自然減が６４人、内出生数が過

去で一番少ない２０人、転入と転出の差による社会減が３９人となっております。 

 この結果、令和２年３月に三つの基本目標を掲げて作成しました「まち・ひと・しごと

創生総合戦略」の人口ビジョンで、毎年８０人程度減少すると推計しておりましたが、推

計を上回る減少となりました。 

 ２点目に「人口減少が進む中で取り組んできたこととその成果は」とのお尋ねがありま

した。 

 人口減少が進む中で取り組んできたことは「まち・ひと・しごと創生総合戦略」を基に

事業を実施してまいりました。 

 総合戦略では数値目標と重要行政評価指標であるＫＰＩを設定しており、毎年効果検証

しているところです。 

 既に達成しているもの、現在継続中のもの、未達成のものがあり、既に達成しているも

のは「先端設備等導入計画の認定件数 目標値１０件に対して現在までの認定件数１５件」

や「ＧＰＳガイダンスおよび自動操舵装置の導入農家戸数 目標値３０戸に対して現在ま

での導入農家戸数５６戸」となっています。 

 現在継続中のものは「こども園の待機児童数ゼロ」、未達成のものは「サテライトオフィ

スの設置」「空き家活用による移住・定住者数」「自主防災組織の増」などがあります。 

 また、中学生までの医療費の無償化、こども園や各学校への支援員や指導員の配置の拡

充、訓子府高等学校への入学支援金など１１の支援など、子育て環境を充実。高齢者の足

の確保として、自己負担３００円で利用できる高齢者ハイヤーサービスや路線バス高齢者

支援事業など子育て対策や高齢者の生活支援対策を通じて移住・定住対策を実施してまい

りました。 

 ３点目に「交流人口、関係人口を増やす取り組みの現状と今後の方針は」とのお尋ねが

ございました。 

 交流人口、関係人口を増やす取り組みとして、町外からも多くの人が訪れるふるさとま

つりやさむさむまつりの開催、町民が身近に芸術に触れることができる武蔵野美術大学と
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の連携、返礼品で特産物のＰＲもできるふるさと納税、また、町外からも本町を応援して

いただいているふるさと応援団、町外の企業が本町の事業に貢献していただくための寄付

を受ける企業版ふるさと納税、両町の町民や関係者が訪問や産業・文化をとおして交流し

ている姉妹町高知県津野町との交流事業など、さまざまな取り組みを実施しております。 

 ４点目に「人口が減っても持続可能なまちであるための対策は」とのお尋ねがございま

した。 

 人口減少によって生じる課題としては、少子高齢化の進展に伴う社会保障費の増大や生

産年齢人口の減少による地域経済の縮小、労働力不足、担い手の減少など、さまざまな社

会的・経済的な課題が深刻化することが予想されます。 

 こうした人口減少社会に対応した持続可能なまちづくりの実現に向けて、先ほどの２点

目と３点目の質問では、具体的な取り組みについて回答させていただいておりますが、こ

れらの取り組みは「第２期訓子府町まち・ひと・しごと創生総合戦略」の三つの基本目標

に基づいた施策として事業を実施しているものであります。 

 この基本目標は、本町の基幹産業であります農業振興施策をはじめ、商工業の発展や起

業・創業と雇用の創出など「力強い産業としごと」を目指す施策、妊娠・出産・子育てへ

の支援や教育・保育環境の充実など「安心して子どもを産み、育てることができる環境」

を目指す施策、移住・定住の促進や関係人口の創出、高齢者・障がい者の生活環境の充実

など「健康で安心して住み続けることができる環境とひとの流れ」を目指す施策を設定し

ており、これらの基本目標を軸とした施策を継続していくことが、人口減少の緩和と地域

活力の創造につながり、持続可能なまちづくりを下支えしていくものと考えております。 

 以上、お尋ねのありました４点についてお答えいたしましたので、ご理解賜りますよう

よろしくお願いいたします。 

〇副議長（西山由美子君） 泉愉美君。 

〇７番（泉 愉美君） お答えいただきましたので、いくつか再質問をさせていただきた

いと思います。 

 まず、一つ目の人口推移の実態のところなんですけれども、自然増減の点でまずいきま

すと、これは亡くなる数と生まれてくる数の差ということなんですけれども、生まれてく

る数を見ると訓子府、ここ令和に入ってからは毎年２０人台ぐらいで推移しているのかと

思うんですけれども、１人の女性が一生に産む子どもの平均数というのが合計特殊出生率

と言われていますけども、その数字が訓子府では直近ではいくつぐらいになっているんで

しょうか。また近年、だいぶ動きがあるようでしたら、近年の傾向なんかも教えていただ

きたいと思います。 

〇副議長（西山由美子君） 町民課長。 

〇町民課長（坂井毅史君） 合計特殊出生率ですけど、令和３年まで出てるのがあります。

令和３年度でいくと訓子府町は１．２５ということです。昨年でいくと１．５９になりま

すんで、下がっているということになります。これは、まち・ひと・しごとの方での数値

目標にもしておりまして、この２年に計画を立てたときには１．７３人ということだった

んですけど、最終的にその５年後の目標は１．８２人ということで設定してました。今回

２０人出生となったんで、４年分もまたちょっと下がるかなとは思うんですけども、先ほ

ど泉議員おっしゃったとおり１５歳から４９歳までに、そこの女性が一生で何人かの子ど
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もを産むかということの数値ですので、子どもの数はもちろんそうなんですけど、そこの

範囲の女性の数の人数によっても若干前後はするんで、一概には言えないんですけども、

数値が低いということは基本的には出生数が少なくて少子化に進んでいるということでご

ざいます。ちなみにですね、令和２年、先ほど訓子府町１．５９という数値でしたけども、

全国平均でいくと１．３３で全道平均でいきますと１．２１ですので、一概に比較できな

いんですけども、それよりはちょっといいということになります。 

〇副議長（西山由美子君） 泉愉美君。 

〇７番（泉 愉美君） ありがとうございます。訓子府、子育てしやすい町と言われてい

ながら、なかなかここは伸びることは難しいところなんだなというふうに思いました。課

長がおっしゃるように出産する女性の数自体もやっぱり減っているというところも大きな

原因なのかなと思いましたし、家庭の事情や考えもあるでしょうし、全国的に見た近年の

傾向かなということで、なかなか安定は難しいのかなというふうに私も思っておりました

が、このままでは、ちょっとまずいなというふうに感じるところです。 

 それから、自然減に対して社会増減のことなんですけども、これは転入してくる方と転

出していく方の差で出るという数字だと思うんですけども、ここ１０年ぐらい、もっとで

すかね、ずっと社会減の状態が続いているかと思います。訓子府の町でも。町民がまちを

離れてしまう要因というのは、窓口でたぶん聞き取り調査することはないとは思うんです

けども、年齢層ですとか、家族構成なんかを見ていて傾向なんか分析できるのであれば、

その辺をお知らせいただきたいと思います。 

〇副議長（西山由美子君） 町民課長。 

〇町民課長（坂井毅史君） 今、社会減の要因ということですけども、議員おっしゃると

おり転入とか転出した方にどうしてしますかとかなかなか聞けないもんですから、それは

はっきりした理由は分からないですけども、まず比較的高齢の方が転出しているのは、こ

れは病院であるとか施設なんかの利便性とか施設自体は訓子府町には限られてますので、

そういう理由が大きいかなと思います。それからあとやはり受験して、学校に行く大学生

だったりというとこでの転出は転入よりもかなり多くなっているということでございます。

社会減ですけども、ずっともう今、毎年、社会減は続いています。なんですけども、令和

元年が社会減が６６人ということだったんですけど、令和２年でいくと２８人の減少、そ

れから令和３年でいくと２６人で、若干緩和されているんですよね。これもどうしてかと

いうのはっきりしたことは分からないんですけども、ちょうどこうコロナが蔓延してきた

時期でして、全国的にはそれで人口の動態が鈍っているということでしたので、もしかし

たら訓子府町もそれに当てはまっているのかもしれないんですけども、令和４年でいくと

社会減が３９ということで、また再び増えてますので、ちょっと理由は一概には言えない

んですけども、状況的にはそういうことでございます。 

〇副議長（西山由美子君） 泉愉美君。 

〇７番（泉 愉美君） 人口の減少率で見ると、新聞とかで報道されたりもしたんですけ

ど、オホーツクの市町村の中では訓子府は頑張っている方だったのかなって思って見てい

ました。数字だけ見ると。人口の現状と将来の展望を示す人口ビジョンがありますけども、

これにある将来人口推計グラフなんかを見るとやっぱり右肩下がりで、このままどこまで

減ってしまうのかという危機感を抱くものとなっておりますね。今どこの地方自治体でも
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共通の課題となっている人口減少問題ですけども、町を歩いているとやっぱり訓子府は大

丈夫かという心配する声も多く聞きます。町としてもいろんな対策をやってきていますけ

れども、行政にばっかり頼ってもいられなくなってきたのかなと思ってて、町民の人たち

も一緒に考えて認識を共有すべきだし、町民の方に協力もしてもらわなければいけないと

きに来ているんじゃないかなと思いますので、まずは多くの町民の方に今の現状を知って

もらうことが大事かなと思うんですけども、この人口ビジョンにあるシミュレーションで

すか、将来人口のシミュレーションなんかは町民の方々に認知されていると思われますか。 

〇副議長（西山由美子君） 町民課長。 

〇町民課長（坂井毅史君） 人口ビジョンですけども、先ほど町長の答弁にもあったとお

りまち・ひと・しごとの総合戦略の中で１年に１回は効果検証ということでやってます。

そのあとに人口の推移ですとか目標値の達成状況ということで中間報告でホームページに

は載せているんですけども、広く皆さんがこれを目にしてるというのは非常に少ないのか

なとは思ってます。広報誌に折り込み入れたりするとかも手かもしれないですけども、単

純にこの数値目標とかを出すだけで身近に、何て言うんですか、こういうふうになってい

るのかなというのを分かりづらい部分もありますんで、その辺は公表の仕方も検討しなけ

ればならないとは思います。 

〇副議長（西山由美子君） 泉愉美君。 

〇７番（泉 愉美君） 私もホームページを見させてもらって中間報告などは目にはして

いるんですけれども、たぶん多くの町民の皆さんはこれを見てはいないんだろうなという

ふうに思いましたので、もし今後何か考えていただけるのであれば、みんなで考えるよう

な機会としてシンポジウムみたいな感じでどこか先生をお招きしてみんなで考える、そう

いう機会があればいいなというふうに願っております。 

 それから、２点目にいきますけれども、これまで取り組んできたことと成果についてお

聞きしました。日頃から行われている事業の中にも人口減少の対策を意識した事業という

のはたくさんあるんだなというふうに今回質問するにあたって感じるところなんですけど

も、答弁にもあったように高齢者のバスとかハイヤーもすごく喜ばれていると思いますし、

住宅関係でいけば住環境リフォームとか空き家バンクを活用した事業なんかも移住・定住

に関わってくる喜ばれた事業だったなというふうに思います。とてもたくさんの事業はあ

りましたけども、費用対効果について、町の認識はどんなふうでいるのかなというふうに

思いました。これは事業によってたぶんバラツキがすごくあると思うんですけども、すご

く大きな成果があったなというものと、まだ改善とか見直しが必要だなというふうなもの

に分けて、ちょっと主なものというか代表的なものについて、お話いただければと思いま

す。 

〇副議長（西山由美子君） 町民課長。 

〇町民課長（坂井毅史君） 代表的な良かったこととこれから必要だということだと思い

ますけど、ちょっと私の担当している部署も事業全部じゃないんでなんですけど、私のと

こで限って言えば空き家バンクとか店舗出店などについては、移住者、移住してきてやら

れている方もいますし、非常に効果は大きいのかなと思っています。それからアンケート、

このまち・ひと・しごと総合戦略でアンケートを計画策定する際にとりましたけど、その

中ではですね、こども園ですとか、医療費無償化があるということで良かったという声も
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非常に多かったと思います。私のとこではそんなになかったかなと思うんですけど、ただ、

実際、結果だけ見ると少子高齢化で人口減少というのは止まっていないのが現状ですので、

どこということないかもしれないんですけども、まだまだやることがあるのかもしれない

と思っています。 

〇副議長（西山由美子君） 農林商工課長。 

〇農林商工課長（大里孝生君） 今、泉議員からご質問のありました効果を上げたものと

いうような中身ですけども、私ども農業分野でありましたら、答弁でもお答えしたとおり

先端設備等の導入計画の認定件数、これちょっと何ぞやという部分もあるでしょうけども、

この制度自体、中小企業者などが町からの認定を受けた先端設備等導入計画と。これとい

うものは労働生産性を年平均３％以上、上げていくというような計画を作って機械とか施

設を導入した場合に固定資産税の３年間の、うちで言いましたら免除という形で受けられ

る制度です。こちらは中小企業者と今述べましたけども、町の商店街、事業主さんである

とか農業者を含んでおります。そういった部分で労働生産性を上げるために、この計画を

作って、皆さま機械とか施設を導入されて、そういった部分がやっぱり労働部分の維持に

つながっているというようなことで理解しておりますし、この部分の費用対効果といいま

すのは、事業者さんご自身がすべて設備投資されるということなので、役所としてはここ

の部分で何か具体的にというのはありません。固定資産税をただゼロにしているというよ

うなあたりです。もう一つ、ＧＰＳガイダンスおよび自動操舵装置の導入農家、これはト

ラクターを自動運転するための補助的機械。こういった部分につきましても、訓子府町の

農業者の皆さまから、これはやっぱり今後の農業に向けて絶対必要だということで、以前

この場でもお諮りしましたけども、国庫補助事業にて全町的に、これは置戸、北見市、き

たみらい管内全部の地域をまとめて補助事業により導入を図っておりますので、この部分

でこういったものを導入したことによりまして、農家戸数の減少という部分は、年間何件

か減少はしておりますけども、一定の抑止効果があるということで考えております。 

〇副議長（西山由美子君） 泉愉美君。 

〇７番（泉 愉美君） ちょっと全町的な話になってしまって、１人の課長さんがお答え

できない、ちょっとお答えづらい質問になってしまって申し訳ありませんでした。あとは

ですね、人口問題を考えるときに私が町民の方からよく聞くのは男女の出会いの場のこと

を言われることが結構ありました。結婚を望む方の希望を実現するということも人口問題

を考えるときにポイントになってくるんじゃないかなというふうに思うんですけども、近

年は離婚も結構多いかなというふうに思ってて、再婚したいという方も周りにも結構いら

っしゃいます。それで町の支援としては、結婚相談所の支援があったかと思うんですけど

も、これも振るわなかったということで、ちょっと結婚相談所となると仰々しいイメージ

があったりして合コンのような、交流会のような方式の方がおそらく慣れているし、気軽

に参加しやすいのかなと思っておりました。ただ、コロナがありましたので、なかなか開

催できなかったり、オンラインでの開催だったりということではありましたけども、ウィ

ズコロナの方向性も決まってきましたので、この春からはさまざまな活動が再開しそうだ

なというふうに感じているところです。それで対面でのイベント開催などの付帯もあるの

で、人口増加への取り組みとして、婚活支援などの考えを伺いたいと思います。 

〇副議長（西山由美子君） 町長。 
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〇町長（菊池一春君） いろいろお話したいことたくさんあるんですよ。今、総体的な話

も。まず一つは、農業生産力をどう上げていくかということで、少しでも農業の農家の離

脱者を増やさないという政策をずっとやってきています。農業基盤整備事業で言いますと

この１０年間でおそらく８０億円ぐらいの資本を投入して生産力を上げること。その安定

的な農業経営が後継者を呼び込んでくるということは全く紛れもない事実ですので、そし

て、しかし、独身の農業後継者でいいますと、やっぱり多いということも事実です。これ

は今、農業委員会を中心として担い手対策をかなり取り上げています。しかし、もう私が

この担い手対策を担当した部分からも含めていくと４４年たっています訓子府で。今、農

業委員会を中心にやっていますけども、担い手相談員が婚活を紹介するという時代はもう

若者から受け入れられないという状況です。だから出会いの場をどう作るかということに

シフトしてますし、それからズーム等々含めた婚活なんかも実際にやっていますけども、

先般、４Ｈクラブと話し合ったり、相談員と話して、今大事なことは若者中心の事業、例

えば、若者からはクリスマスの前後にしてほしいとかですね、それから、キャンプを計画

してほしい。これをこういった婚活イベントをわれわれのような年代が計画するんではな

くて、まさに若者自身が事業の主体になりながら結婚の問題を考えていくというふうにだ

んだん変わってきていますので、今後これらについても関係機関などとも協力しながら進

めていきたいというふうに思っています。 

〇副議長（西山由美子君） 泉愉美君。 

〇７番（泉 愉美君） 農業の担い手の関係では、おそらく長年にわたって対策してきた

と思うんですけども、農業の方に限らず、いろんな職業の方がいらっしゃいますので、た

くさんの方が対象になるようなイベントを町全体で考えていただければいいなというふう

に思います。 

 それから、ちょっと雇用に関することをお聞きしたいんですけども、町内企業の雇用に

関することは、町の事業として、これまでどんな取り組みをしてきて成果が上がっている

のかをお聞きしたいと思います。 

〇副議長（西山由美子君） 町民課長。 

〇町民課長（坂井毅史君） 雇用の関係ということですけども、商工業でいったら後継者

育成ですとか、就労事業の助成ということになるかと思います。 

〇副議長（西山由美子君） 泉愉美君。 

〇７番（泉 愉美君） 雇用にも力を入れて町外からの人の流れを作ってほしいというと

ころなんですけども、訓子府の仕事をネットで検索しても探せないんですよね。町のホー

ムページに移住・定住のところがありますけども、そこを開くとハローワークの住所と電

話番号が出てくるんですよね。この町に呼び込みたいという気持ちが感じられないんです

よね。なので、ここはやっぱり町と、町だけでもできないことですから、商工会とか企業

が連携して何とか人目につくような情報の出し方をしていかないといけないなというふう

に思ってて、現役世代の方って仕事がない町に移住しようとは思えないはずですから、現

役世代を呼び込みたいというふうに考えているんであれば、ここは必須なのかなというふ

うに思いました。なので、来てくれた方への支援も大事ですけど、まず呼び込むところか

ら始めてほしいなというふうに雇用に関しては思いました。 

 それから、町の魅力発信のことをちょっとお聞きしたいんですけども、人口減少対策と
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して、町の魅力発信は欠かせないことだというふうに考えますが、町内外への町の魅力の

ＰＲはこれまでにどんなことをしてきて、どんな成果が上がっているのかを伺います。 

〇副議長（西山由美子君） 総務課長。 

〇総務課長（硯見康之君） 町のＰＲの広報の関係、外にアピールする関係のご質問かと

思うんですけれども、とりあえず外側に向けての町のＰＲ、ちょっと弱いというふうな話

を以前からも聞いておりまして、今、広報の方でもなるべく対外的にＰＲできるようなホ

ームページですとかＳＮＳの活用を考えて、そちらの方で進めていきたいというふうに考

えております。 

〇副議長（西山由美子君） 泉愉美君。 

〇７番（泉 愉美君） バスの中吊り広告出したりとかもされてましたよね。あとは首都

圏で移住相談会やったりフェアやったりしているときにも、たぶんＰＲはされているのか

なというふうに思っていたんですけど、この移住フェアのようなのを開催されたときに実

際に相談に来てくれた方とかがどのくらいいたのか。実績が分かれば教えていただきたい

なと思います。 

〇副議長（西山由美子君） 町民課長。 

〇町民課長（坂井毅史君） 首都圏での移住フェアということですけども、予算的には東

京、大阪、福岡、名古屋とかと４か所ぐらい持ってます。ただ、コロナの影響で東京だけ

たまたま狭間というか、なんですけども、ちょっと件数、今、手元にないですけども、相

談自体は十数件来て、実際にですね、移住を本気で考えている方も、私は直接行ってなか

ったんですけども、報告受けたのは、本気で近い将来来たいということでの相談も数件あ

ったということでございます。今まで移住相談会とか参加してなくて、今回、４年度から

新たな取り組みということでやってますけども、東京だけですけども、はじめは半信半疑

で来ている方もいらっしゃるみたいですけど、実際に話してみると「ちょっと考えようか

な」と言って帰っていく人が多かったということでの報告は受けてます。 

〇副議長（西山由美子君） 泉愉美君。 

〇７番（泉 愉美君） 相談に来られる方、いろんな年齢層の方いらっしゃると思うんで

すけど、訓子府は子育て支援の充実を売りにできるなというふうに思っています。これじ

ょうずにＰＲすることで成果も上げられるんじゃないかと思います。というのは、子育て

しやすい町だと思うという未就学児の保護者のアンケートで９１．４％という凄い数字だ

なと私は思っているんですけど、これは誇れる数字じゃないかなと思いますし、目標は９

５％ともっと高くしていますけども、ここをＰＲして充実した子育て環境とこの豊かな自

然のある町で子育てできるということをもっと積極的にＰＲしてほしいなというふうに思

っているところです。 

 それから、３点目にいきます。 

 交流人口、関係人口の取り組みですけれども、先ほど答弁にあったのは、ふるさと応援

団の人数が来年の目標７００人に向かって、たぶん着々と増えているんだろうなというふ

うに思います。このふるさと納税って繰り返し利用してくれるかというのも注目したいと

ころなんですけれども、ふるさと納税はリピーター率とかっていうのは、把握できている

もんなんでしょうか。 

〇副議長（西山由美子君） 企画財政課長。 
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〇企画財政課長（篠田康行君） リピーター率についてはですね、なかなか把握が難しい

ので、１件１件拾っていかないと分からないんですが、いくつか抽出して調べたところリ

ピートされている方はいらっしゃると確認しております。 

〇副議長（西山由美子君） 泉愉美君。 

〇７番（泉 愉美君） あとですね、このまち・ひと・しごとの戦略の中に以前計画にあ

ったと思うんですけども、今もあると思うんですけど、田舎暮らし体験とかお試し居住、

２地域居住などの導入計画があったと思うんですけども、これは推進されているんでしょ

うか。 

〇副議長（西山由美子君） 町民課長。 

〇町民課長（坂井毅史君） 議員おっしゃるとおりまち・ひと・しごとの方では取り組ん

でいきたいということなんですけども、今のところは、例えば空き家だったりとか受け入

れ態勢どうするかということで、ちょっと今のところはまだできていないというのが現状

でございます。 

〇副議長（西山由美子君） 泉愉美君。 

〇７番（泉 愉美君） 何とか受け入れ態勢を整えて、他の町でもたぶんいろんなところ

でやっていると思うんで、お手本はたくさんあるのかなというふうに思いますので、訓子

府でもぜひ踏み出してほしいなというふうに思います。 

 それから、交流人口を考えたときに、一番身近だなと思うのは、近隣の市町村の方が気

軽に日帰りとか小旅行感覚で遊びに来てもらうようなことというのがあると思うんですけ

ど、そのような企画はありますでしょうか。 

〇副議長（西山由美子君） 農林商工課長。 

〇農林商工課長（大里孝生君） 今の泉議員のご質問を家族で気軽にという部分を観光に

絡めて言うのであれば、私どもの農林商工課では、今のところお祭りの開催という部分で

しか、その辺はちょっと出てこないのかなと思います。ただし、ふるさとまつり、さむさ

むまつりのほか、商工会さん独自の取り組みであると。そういった部分がコロナが終わっ

て、ある程度、今年度は復活してまいりましたので、そういったものをベースとして、ま

た、来られる方がどういった部分を楽しみに来られるのかという部分もあるんで、お祭り

でなく、訓子府の公園とかいろいろありますんで、そういったことを絡めながらというの

が、ちょっとこれから考えていかなければならない問題かと考えております。 

〇副議長（西山由美子君） 泉愉美君。 

〇７番（泉 愉美君） はしご酒とかもぜひ復活してほしいなと思ったりしているところ

です。あと何か私はどうしても子育て世代なので子ども目線というか、子ども中心で考え

てしまうんですけど、何か遊びと食べ物とものづくりとか体験活動みたいなのがセットに

なったような、そんなプランがあって、スタンプラリーみたいなのをやっている町とかも

ありますけど、そういう町を一周することで町に活性化というかお金を落としてくれるよ

うな、そういう呼び込むようなことも今後は期待したいなというふうに思います。 

 それから、訓子府には、美味しい特産物がたくさんありますので、その特産品なんかを

活用した物産の交流のことについては、お考えはどうでしょうか。今までどんなことをや

ってきたのかというところをちょっとお聞きしたいと思います。 

〇副議長（西山由美子君） 農林商工課長。 
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〇農林商工課長（大里孝生君） 今、ご質問のありました訓子府の特産物をいろいろ活用

した交流といったご意見がございました。この部分につきましては、何回か議会でも取り

上げられていますけども、まずはふるさと納税とかそういった部分なのかなというのが一

つ感じておりますし、かねてから行ってきたのは、姉妹町の高知県津野町、そちらには、

もう知り得る限りでは学校給食であるとか、あと向こうの産業祭りにうちのイモや玉ネギ

をもう十数年送って交流をしているところでございますし、先般の議会でもうちの商工会

の方々がうちの特産品を持って津野のお祭りに行かれたということなので、来期は津野か

らといった部分、今申し上げた部分では姉妹町との交流だけという部分もあろうかと思い

ますけども、その辺を今までやっておりましたので、そういった部分がこれまでの取り組

みかと認識をしております。 

〇副議長（西山由美子君） 泉愉美君。 

〇７番（泉 愉美君） 津野町に私、交流団で行かせてもらったときに見たことのないよ

うな野菜とかを売ってたりするんですよね、道の駅でね、そういうのも本当は何か日頃か

らほしいときに買えるようなシステムがあったらいいなというふうに思いますし、津野町

にある道の駅に訓子府の特産品コーナーってあるのかなと思ってたらなかったので、なん

でないんだろうって思ったんですよね。そういうの日頃から置いてくれれば、お互いそう

いう交流にもなるなと思いましたし、また、去年、津野町の訪問団が訓子府に来たときに

は、公民館のロビーのところでたくさんの訓子府のおいしいものを売っているのにすごい

皆さん飛びついて買い込んでくれていたんで、これだけ求められているんだったら、何か

もうちょっと日頃からそういう物産の交流のようなことができたらいいのになというふう

に思っておりましたので、ちょっと発展させていってほしいなというふうに思いました。 

 それから、４番目になります。 

 人口が減っても持続可能な町であるために考えていただきたいと思うことなんですけれ

ども、今回この質問をするにあたって、いろいろ調べたり、ほかの町のことも参考したり

したんですけども、そもそもどの程度この人口減少は悲観すべきものなのかというふうな

ことがだんだん分からなくなってきたというか、楽観論とかもありまして、惑わされるよ

うなところもあったので、小規模でも住みやすければいいのかなって思ったんですよね。

皆さんすごく心配してるけど、このまま人口減少って、そんなに食い止められるものでも

ないかもしれないので、ここに残っている町民が住みやすければ、もしかしたらいいのか

もしれないなっていうふうに思ったりしたんですけども、この町の財政の影響というのは

人口が減ったときには、どんなことが予想されますか。 

〇副議長（西山由美子君） 企画財政課業務監。 

〇企画財政課業務監（本庄朋美君） ただいま、人口減少による財政面での影響というこ

とでご質問がございました。一般的に人口が減少することによって及ぼされる財政面での

影響としましては、生産人口が減ることによりまして、経済的に縮小されることにより住

民税などの税収が減収になること。また、人口を算出基礎としております普通交付税の方

も一般的には減少する見込みというふうに言われています。その点が大きな町の財政的な

部分で及ぼす影響かというふうに捉えております。 

〇副議長（西山由美子君） 泉愉美君。 

〇７番（泉 愉美君） 想定してたお答えだったんですけれども、これは人口が減ったそ
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れに見合った税収になれば困ることはないのかもしれないなというふうにもちょっと感じ

るところです。今こうやって行政運営されていることもたぶん縮小されていって行政サー

ビスが維持されていくのかという心配もあるんですけども、その行政サービスの面はいか

がでしょうか。 

〇副議長（西山由美子君） 町長。 

〇町長（菊池一春君） 総括的な質問のときにお答えしようと思ってたんですけども、ま

ず一つはやっぱり人口減少がなぜ起きているのかということを捉えていただきたいという

ふうに私は思います。国が地方創生とかいろいろやっていますけれども、やっぱり地方に

シフトすることではなくて、都市には集中しているけども全ての田舎においては非常に厳

しい現実になっていると。冒頭、工藤議員の質問のときにもお話しましたけど、今５２０

万人の道民はいずれ２０４０年には４００万人になっていく。しかもそれは訓子府町は３

千人台の町になってくるというのは、これは訓子府だけではないのですよ。構造的な状況

なんです。市町村がそれぞれ努力していても限界がやっぱり出てきている。その点では、

今いる人たちが住みやすい町をどうやって作っていくのかということを考えなきゃいけな

いと私は思っていますから、そのために定住やいろんなことに対しても福祉、子育て支援

についても全力でこの１６年間やってきた思いです。それでも減っている。だけど減少率

は管内では非常に少ない。それからさっき言った生涯出産率というのでしょうか、それも

全国平均や全道平均からみても訓子府はまだ高いという状況。じゃどうするんだと。もっ

と減ったときにどうするんだ。やっぱり三つぐらい方法はあるわけですよ。一つは、今、

むかわ町が穂別と合併しました。しかし、穂別は今２千人前後の人口になってきました。

どうするかと言ったときには、病院へ行く、買い物に行くスーパーも引き上げてきている

状況が今起きてきています。そのためにまちづくり会社を住民と行政が支援しながら会社

を経営して、そして町民の方がいろんなストアを経営をしたりとか、そういったことに対

する対応をしていくという方法です。 

 それから、侍士別です。侍士別は何をしているかというと一時的から冬だけでも市街地

区に住んでもらいたいという方法です。これはやっぱり限界あるということになっていま

す。 

 もう一つ、特に道新で取り上げられていたのは圏域構想です。今、私どもはこの５年間

の間に北見市、美幌町、津別町、置戸町と圏域でいろんな事業を展開しました。この可能

性がこれから一つの町ではできないことを１市４町の圏域によってやっていこうじゃない

かという考え方です。例えば障がいのある、精神的な障がいのある人たちの寄りどころの

場所、相談業務を今、１市４町で始めています。もっと言うと成年後見制度です。財産の

移譲やそういった管理ができなくなったお年寄りのために機能として圏域でやっていこう

ということです。ただ、基本はそれぞれの町が豊でなければならない。四つの１市４町の

町でできることをさらに協力し合ってやろうと。こういう仕組みが非常に今これからどう

拡大していくかということも求められているということですので、状況は町民の皆さんが

どう判断して行政がそうやって動いていくのかということがまた問われてくると思います。 

〇副議長（西山由美子君） 泉愉美君。 

〇７番（泉 愉美君） 北見市含む定住自立圏の圏域の話も質問しようかなとは思ってい

たんですけど、今、町長からお答えいただきました。町民の一番の心配事はやっぱり自分
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たちの町民生活がどうなっていくのかということだと思うんです。病院はどうなるのか、

お店はどうなるのか、公共交通はどうなるのか、限界集落のようになってしまうんじゃな

いかという、そういう心配があると思います。そのイメージがちょっとできないでいるか

ら、不安になってしまうということがありますので、人口推移の数字だけじゃなくて人口

が何千人になったら、こんな生活になるだろうと。その対策として、町はこんなことをす

るつもりだっていう安心材料として示していただくのも町の役割だなというふうに思って

いるところです。 

 最後になりますけれども、人口減少に立ち向かう町の決意を伺いたいと思います。 

〇副議長（西山由美子君） 町長。 

〇町長（菊池一春君） 冒頭にも申し上げましたように、千人になっても町は生きていけ

るんです。議会が「町を廃止する」と言わない限りは西興部村と置戸の話をしましたけど

も、優れた福祉政策やいろいろなことをやっている。私は一つは町民自身が人口が減った

としても町は滅びないという確信を持つということが１点です。 

 そのために２千人なら２千人、千人の町に対して住んでいる方たちが安心して住みよい

まちをどうやって行政はアピールしていくのかと。呼び込みだとかいろんなことあります

けども、私はそこに徹していかなきゃならない。それは地方自治法で言っている福祉優先

の安心して住み続けられるまち、ここに徹するべきだと思っています。 

 それから、財政的な問題で言ったら全然心配ありませんと言ったら後ろの企画財政課に

怒られますけども、全然心配ありません。まだまだ滅びません。それは根拠もありますし

大丈夫です。行政を信頼していいですし、町民の頑張りが今日まできているということを

自信持って私はまちづくりを進めていきたいなと、いってほしいなというふうに思います。 

〇副議長（西山由美子君） 泉愉美君。 

〇７番（泉 愉美君） 町長からの心強い答えをいただきましたので、ちょっと町民の皆

さんも安心できるところかなというふうに思います。多くの高齢者の方の希望で、今、住

んでいる自分の家にできるだけ長く住みたいという方がやっぱり多いので、その願いを叶

えるためにも町は今後を見据えてできることを取り組んでいってほしいなというふうに思

います。 

 これで私の一般質問を終わります。 

〇副議長（西山由美子君） ７番、泉愉美君の質問が終わりました。 

 ここで午後２時５分まで休憩いたします。 

 

休憩 午後 １時５５分 

再開 午後 ２時 ５分 

 

〇副議長（西山由美子君） 休憩を解き、会議を継続いたします。 

 次に、１０番、河端芳惠君の発言を許します。 

 河端芳惠君。 

〇１０番（河端芳惠君） １０番、河端です。通告書に従いまして一般質問を行います。 

 今回、勇退される町長に勇退する議員が質問するということ、いづいものもありますが、

次期町長に託したいと言わず、現時点で町長としてのお考えを伺いますので、お答えをお



 - 37 - 

願いいたします。 

 消防サイレン吹鳴と消防体制について、町長に伺います。 

 新消防庁舎ができて、町民の安心安全がより一層高まり心強く感じています。 

 サイレンの音が、どのくらい大きく鳴るのかと思っていたところ、思いのほか小さい音

でした。 

 毎月第１、第３日曜日の防火の日に吹鳴されていますが、私の近隣の人たちも「聞こえ

なかった」という声が上がっています。 

 冬期間は窓を閉めているので、なお聞こえにくいのかとは思いますが、災害時に目的が

果たせるのか不安を感じます。 

 １、サイレンが聞こえないなどの空白地帯はありませんか。 

 ２、非常時の消防団員の招集はメールで行っているようですが十分ですか。 

 ３、昨年６月の広報で火災、気象特別警報、洪水などの避難指示発令時にサイレン吹鳴

をすることがあるとありましたが、現状のサイレンで対応できますか。 

 以上、伺います。 

〇副議長（西山由美子君） 町長。 

〇町長（菊池一春君） ただいま「消防サイレン吹鳴と消防体制について」３点のお尋ね

がありましたので、お答えをいたします。 

 １点目に「サイレンが聞こえないなどの空白地帯はありませんか」とのお尋ねがござい

ました。 

 新消防庁舎のサイレンについては、平成３０年に発生した胆振東部沖地震に起因する北

海道全域の停電、すなわち「ブラックアウト」が発生した際、消防団員等を招集するサイ

レンが使用できない状況となった反省から、新消防庁舎には稼働時間の長い非常用発電装

置を整備し、その非常用発電装置では従来のモーターサイレンの消費電力を賄えないこと

から、電子サイレンを採用している経緯がございます。ご質問のサイレンが聞こえない空

白地帯については、既存の末広町、若富町と穂波に設置してございます子局のモーターサ

イレン３基と新消防庁舎の電子サイレンとで市街地区全域をカバーできるよう、音域分布

図によりサイレンホーンの数や方向を決定しておりますので、ほぼ空白地帯はないものと

認識しているところでございます。 

 ２点目に「非常時の消防団員の招集はメールで行っているようですが十分ですか」との

お尋ねがありました。 

 災害時の消防団員への招集メールは平成２０年の通信指令体制の一元化に合わせて配信

され、同時にサイレン招集からメール招集が主たる招集方法に置き換わり、現在、招集時

にサイレンは吹鳴されておりますが、補助的な役割となっております。消防団員も一般の

メールと招集メールの着信音を変えるなど、いち早く覚知する工夫をし、いつ、どこでも

メールは受信することができるため、現状、不便を感じることはないと伺っているところ

でございます。 

 ３点目に「昨年６月の広報で火災、気象特別警報、洪水などの避難指示発令時サイレン

吹鳴をすることがあるとありましたが、現状のサイレンで対応できますか」とのお尋ねが

ございました。 

 避難指示が発令された場合には、広報に記載のとおりサイレンを吹鳴いたしますが、サ
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イレン吹鳴だけではなく広報車や災害メール、ＳＮＳ、テレビ媒体の活用等、あらゆる手

段により広報活動を同時に実施いたしますので、現状の体制で対応できるものと考えてお

ります。 

 以上、お尋ねのありました３点についてお答えいたしましたので、ご理解賜りますよう

よろしくお願いいたします。 

〇副議長（西山由美子君） 河端芳惠君。 

〇１０番（河端芳惠君） 私も当初からサイレンが聞こえない。わが家は消防庁舎の目の

前なのに、それでも聞こえない。特に主人なんかはだんだん耳が遠くなってきたせいもあ

りますし、そういうことです。それでどのくらい聞こえているのかって町内いろんなとこ

ろでお聞きしました。そうしましたら、やはり家庭により全然聞こえない。また、家族の

中でも聞こえている、聞こえない。そういう方がおりましたので、一概には言えないのか

なとは思いましたが、やはり相対的に非常時のサイレンとしては、音量が小さいとか聞こ

えないんでないかという声が圧倒的でした。１０月１５日に総合防災訓練が東町、元町、

旭町の住民を対象に行われましたが、その際に自衛隊の炊き出し訓練などもあり、大規模

な訓練でした。その訓練の際もサイレンの吹鳴で避難をするというタイムスケジュールで、

あらかじめなっていたんですが、そのサイレンが聞こえなくて避難ができなかったとか、

いろんな声がありましたが、その避難訓練の経過、反省、サイレンの聞こえなど、その後、

町内会長会議の方からも話があったと思いますが、それを受けて何か対策とか、そういう

ことはされていましたか。 

〇副議長（西山由美子君） 総務課長。 

〇総務課長（硯見康之君） 電子サイレン音の音が小さいというのは、私の方にもたくさ

んお声は届いております。最近の家の気密性ですとか、そういうものもありまして、なか

なか音が届いていないというような状況があるとのことでございます。町内会長会議の方

でお話があったというのは、ちょっと私の方にはきていないんですけれども、サイレンの

吹鳴については、そのような問題があるというふうにはお聞きはしているんですけれども、

先ほど町長の答弁の方でもありましたとおりサイレンだけに頼らないで他のいろいろな媒

体を使った周知を図るということで進めてまいりたいというふうに考えておりますので、

ご理解を賜りたいと思います。 

〇副議長（西山由美子君） 河端芳惠君。 

〇１０番（河端芳惠君） サイレン以外の媒体ってありますが、広報車、災害メール、Ｓ

ＮＳ、これは災害時に、例えば大雨降ったときだとか、そういうとき、こういう広報車が

役に立つとは思えません。それとＳＮＳ、災害メール、これはメールの持たない高齢者、

そういう方には届かないと思いますし、やはり一番分かりやすいのはサイレン吹鳴なのか

なって思います。それを受けて、今のサイレンはこれ以上、音量を大きくするとか、そう

いうようなサイレンシステムは今のままではどうにもならないということですか。 

〇副議長（西山由美子君） 総務課長。 

〇総務課長（硯見康之君） 現在の電子サイレンにつきましては、最大音量で鳴らしてお

りますので、これ以上、大きい音は鳴らない状況でございます。旧庁舎にありましたモー

ターサイレンの方につきましては、先ほど言ったとおり停電があったときに瞬間電力が足

りないものですから、非常用発電では使えないものなので、災害時に停電があった場合に
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はもう電子サイレンしか方法がないということから、その採用を進めておりますので、ご

理解を賜りたいと思います。 

〇副議長（西山由美子君） 河端芳惠君。 

〇１０番（河端芳惠君） やはり、みんなが心配しているのは、非常時にそれで間に合う

のか、それで用足りているのか、それが一番心配なんですよね。それで他の手段というこ

ともありますが、他に町民の不安を解消するような手立ては何かありますか。 

〇副議長（西山由美子君） 総務課長。 

〇総務課長（硯見康之君） 基本的に災害、非常時の災害が発生した場合につきましては、

サイレン吹鳴とテレビですね、テレビでいち早く報道がされるということ。それと先ほど

言ったとおり町で直接広報車を出す。ＳＮＳもそうですね、そのような複数のことで対応

してまいりたい。万全を期していきたいというふうに考えておりますので、よろしくお願

いいたします。 

〇副議長（西山由美子君） 河端芳惠君。 

〇１０番（河端芳惠君） テレビを入れるにしても、やはりサイレンがあって、ああ何か

あったのかなって分かって、じゃどこで何があるのかということでテレビを入れたり、ラ

ジオを入れたりすることと思いますが、その前段で何があったか、災害が起きたか、避難

が必要だとか、そういうことが分からない、今の状態で分からないということですので、

サイレンシステムが変わって、それができないということですが、それで間に合うのか。

非常時にそれできちんと対応できるのか。それをどういうふうにお考えですか。 

〇副議長（西山由美子君） 総務課長。 

〇総務課長（硯見康之君） まずもって、サイレンが聞こえにくいというのは、いろんな

大雨とかの災害になったら今度はサイレンが聞こえにくいとかということもあろうかと思

いますので、さまざまな複合的な方法を取りながらの周知が必要だというふうに災害担当

としては考えておりますので、サイレンだけに頼らない周知方法というのに万全を期して

いきたいというふうに考えております。 

〇副議長（西山由美子君） 河端芳惠君。 

〇１０番（河端芳惠君） 昨年の１２月１０日、緑丘で火災がありました。そのときサイ

レンが鳴って、１台目の消防車は銀河公園の幸町線を通って現場へ向かいました。２台目

は、なかなか団員が集まらなかったのか、しばらく時間がかかりましたが、２台目は信号

から道道に行って道道から現場に行きました。団員の招集はメールで行っているというこ

とですが、メールは常に手元にあるとは限りませんし、不携帯もありますし、いろんな状

況で気が付かないこともあると思いますが、このとき団員が集まらなかったというのは、

メールに気付かなかった。普通はサイレンが鳴って、何かあるなというのでメールを見た

りすることがあるのかと思いますが、今、団員の招集もメールということですが、それで

十分でしょうか。何か不手際とか不都合はありませんか。 

〇副議長（西山由美子君） 総務課長。 

〇総務課長（硯見康之君） 先ほど町長の答弁からもあったと思うんですけれども、１５

年ほど前から団員の招集につきましては、メール招集を主とするということで北見地区消

防組合の方で定めておりまして、サイレンは補助的な役割であるというようなことで決め

ております。前回の火災の招集につきましても、遅れていたというわけではないというよ
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うな話は聞いております。現在もメール招集につきましては、旧庁舎のときも今回新庁舎

になって新しいサイレンになって２回ほど出動しているんですけれどおも、出動率につい

ては、ほぼ同じ４０％、ほぼ同じような状態だというふうに聞き及んでおりますので、不

便を感じているというようなお声は聞いていないところでございます。 

〇副議長（西山由美子君） 河端芳惠君。 

〇１０番（河端芳惠君） たまたま火災発生時どこかなと思って見てたら、１台目はすぐ

行って、２台目がなかなか行かなかったもんですから、団員が集まらなくて行けなかった

のかって私は団員が来る様子が、なかなか来ないなと思って見てたら、何かそういうこと

で２台目の出動が遅れたのかなと思いましたが、それは現状で十分だとお考えですか。 

〇副議長（西山由美子君） 総務課長。 

〇総務課長（硯見康之君） 北見地区消防組合の方とも話をしましたけれども、現状、消

防団員の出動態勢について、特段、不都合なことはないというふうにお話は伺っていると

ころでございます。 

〇副議長（西山由美子君） 河端芳惠君。 

〇１０番（河端芳惠君） 消防の通信指令業務が平成２０年に一元化になりました。それ

で消防の１１９番通報が全て北見の消防署につながるという、メリットは大きいとは思い

ますが、２１年の６月に私、消防の出動のことで質問したことがあります。そのときは福

野で火災があって、１台目、２台目の消防自動車は南１２線を穂波に向かって走り、３台

目、４台目は相内線をまっすぐ走る。付近の住民からしたら、当然、福野の現場だったら

まっすぐ行くのが当然だと思ってたのに、なんであっち行ったのかということがあって、

それで出動の際、ＧＰＳでとかいろんなことがありましたが、それは万全なのかなと。本

当に訓子府の消防、そこの現場に行くのにＧＰＳ頼りで、それでいいのかとそのとき疑問

を感じて質問しましたが、やはり今回もちょっと同じようなことで一元化で北見消防に行

くことによって町内の詳しい道路状況だとか、いろんな現状が分からないので、そういう

事態になったのかなという気もしたもんですから、一元化になって、それは大変メリット

はあると思いますが、そういう盲点というんですか、それをどういうふうに解消する。そ

れと前回、２１年の火災を受けて、そのとき反省点とか改善点とかというのはなかったの

か。 

〇副議長（西山由美子君） 総務課長。 

〇総務課長（硯見康之君） 消防が火災現場に向かうときにつきましては、基本的には二

つの路線を使って、片方が通行止めとか何かがあった場合に困りますので、二つの路線を

通っていくということが常でございますので、ＧＰＳで場所を覚知したら、どのルートを

通るというのを二つルートを想定して上がっていくこともございますので、計画通り進ん

でいると思いますので、不都合があるというふうに考えてはおりません。 

〇副議長（西山由美子君） 河端芳惠君。 

〇１０番（河端芳惠君） 不都合がないという答えにとても前回もそうでしたけど納得は

いってません。なぜ、最短距離があるのに、それも広い道路なのに、わざわざ迂回して行

った、これはずいぶん前のことですが、やはりそういう経験が、反省点が生かされてない

のかなって思いますので、今回も二手に、第一弾は幸町線通って、第二弾は道道、信号か

ら道道に向かって行ったということですが、そういうことも含めて、出動態勢をどういう
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ふうにするとか、現場をどういうふうに把握してどういうふうに出動するとか、そういう

ことは機械任せでなくて、ある程度分かった地元の消防団員なり消防署員が考える余地と

いうのはないんですか。命令されたこういう経路という、それに沿って行くということだ

けでしょうか。 

〇副議長（西山由美子君） 総務課長。 

〇総務課長（硯見康之君） 北見地区消防の出動の関係ですので、こうしていくというよ

うな話はなかなか難しいんですけれども、ご意見を承りまして改善していくとこは改善し

ていきましょうという提案を北見地区消防組合の方と話をしていきたいというふうに思っ

ております。 

〇副議長（西山由美子君） 河端芳惠君。 

〇１０番（河端芳惠君） やはり、そういうことを細かいことも北見地区消防組合の本部

の了承を得なければ何も進まないということですか。簡単な、例えば訓子府なりのこうい

う応用の仕方があるとか、その方が町民の安心、安全を守る手段として、その方が良好な

のかなということも、やはり北見地区消防組合の指示を待たなければ何も動けないという

ことでしょうか。 

〇副議長（西山由美子君） 総務課長。 

〇総務課長（硯見康之君） 基本的には、一部事務組合である北見地区消防組合がその仕

事の中身を決めるということはございますので、もし訓子府町なりに、どういう仕事が適

切なのかというふうに考えるのであれば、北見地区消防組合の訓子府支署の中で、こうい

うふうに進めた方がいいというような反省とかを進めて、本部と協議しながら進めるべき

というふうに考えておりますので、ご理解を賜りたいと思います。 

〇副議長（西山由美子君） 河端芳惠君。 

〇１０番（河端芳惠君） 今回は火災の出動ということで質問しましたが、今、消防の事

業として、火災は本当に少なくなっていますが、救急出動が多くなっています。救急出動

の際もこのようなＧＰＳで出動ということですか。 

〇副議長（西山由美子君） 総務課長。 

〇総務課長（硯見康之君） 詳しくは申し訳ありません。存じ上げてないんですけども、

同じような対応をとっているというふうに聞き及んではおります。 

〇副議長（西山由美子君） 河端芳惠君。 

〇１０番（河端芳惠君） 救急も火災も、やはり町民としては、一刻も早く来てほしいと

いうことがありますし、それには付近の住民なりが、このコースが一番早い。なんで遠回

りするんだとか、いろんな疑問点が多く出されていると思います。それを受けて、やはり

訓子府の中で、例えば協成の、すいません、菊池宅で何か事故があった。そういうとき、

大体分かってますから、あそこはああいうふうに行くっていうことで行くと思うんですけ

ど、ＧＰＳの場合は、あそこ行くのに結構いろんなコース設定されていると思いますが、

そういう意味からいうと、やはり団員の方もＧＰＳ頼りでなくて、訓子府の地図なり道路

なり、いろんな家なり建物を知っていただきたいなという思いはあります。それについて

いかがでしょうか。 

〇副議長（西山由美子君） 総務課長。 

〇総務課長（硯見康之君） 実際に団員さんもそうですし、職員もそうなんですけれども、
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訓子府の者が運転しているという状況ですので、明らかにおかしいというような話になれ

ば、それはそれで改善していくと思いますので、そこまでひどいことはしないというか、

ひどい路線を通るということはないというふうに考えておりますので、ご理解を賜りたい

と思います。 

〇副議長（西山由美子君）河端芳惠君。 

〇１０番（河端芳惠君） 最近なんでも機械頼り、コンピュータ頼りで、アナログ人間と

しては、どうしてもちょっとおかしいんでないかなという面が多々感じることがあります。

そこでお願いですが、機械頼りだけでなくて、やはり訓子府の地域なり道路なり、いろん

なことをいろんな方が知っていただくというのが一番必要なんでないかなと思います。こ

れは消防に限らず職員全般に言えることだと思いますので、その辺どのようにお考えでし

ょうか。 

〇副議長（西山由美子君） 副町長。 

〇副町長（森谷清和君） 今、機械頼りというようなお話もございましたけども、発生ポ

イントなんかがこうズレている場合もあるんですね、実際のところ。ただ、その場合はも

うアナログとかデジタルとか関係なく、その部分については、きちんと自分の知識なり何

なりで発生場所を特定して、そして、その場所に向かうというようなこともやっています

し、ＧＰＳの指示だけで動いているということではありませんので、あくまでも合理的な

経路をたどっていくというようなことも考えていますんで、ご理解いただきたいなという

ふうに思います。 

〇副議長（西山由美子君） 河端芳惠君。 

〇１０番（河端芳惠君） これは新しく消防庁舎ができ、中もいろんな設備が整って安心

安全ですが、根本的な町民の状況をきちんと分かってほしいというか、そこの面を忘れな

いでいただきたいなということです。緑丘の火災のときは団員集まりが遅かったから２台

目が遅れたのかなと思いましたが、そうでないということだったんですが、町長はこのと

きフェイスブックに火災の状況アップしてましたよね、町長はどのようにして、あの火災

を分かったんでしょうか。 

〇副議長（西山由美子君） 町長。 

〇町長（菊池一春君） ３点ほど質問が出ているんじゃないかと。 

 １点目は聞こえないと。これは職員の側は、そんなことありませんと言っているわけで

す。これもギャップありますね。これはね、私もこの間、西富の方とお話することがあっ

たら、薪小屋が焼けたとき、西富のはずれの方では聞こえなかったという声があります。

もう１回ですね、消防職員なりが吹鳴のどれぐらいで聞こえてくるか聞こえないかという

ことも把握しなきゃいけないというふうに私は思っています。ですから、もしそういうこ

とが事実だとすれば、もう１回職員が努力して確認して直せるもの、改善できるものがあ

るなら、やっぱりサイレンが可能かどうかということの確認をしなきゃならないというの

が１点です。 

 もう１点は、コースどりの問題です。福野の火事もそうですし、それから、議員は直接

言いませんでしたけど、常盤の酪農関係のうんぬん。それから今、緑丘のあれです。これ

についても、かなり誤解があると僕は思うんですね。きちんと説明させますから。やっぱ

り理解してもらわなきゃ議員には特に困るわけですから、そのコースどりの問題の言い訳
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じゃなくて、どうしてこうなっているのかと。それから見直した点はどうだったのかとい

うことをきっちりやっぱり説明、消防職員にさせますので、これはご理解いただきたいと

思います。きっとね不信を払しょくするような状況でないかなと思います。 

 ３点目です。僕は緑丘の旧酪農家の火事のときに、家がすぐそばですから、すぐ聞こえ

た。サイレンが。課長の方に連絡をして、どこだ、どのぐらいだという話をしました。ま

ず人身には影響ないですうんぬんということもありましたけど、吹鳴が鳴りやまない。そ

れで私は即裏通りを通って火災現場に刺し子を着て行きましたよ。そして、３０分ほどず

っと見て歩いて、どうだったのかなというふうな話をして近所の人からも話を聞かせてい

ただきました。状況的には私自身のことで言いますと近場だったということもありますし、

そのような形で把握させていただいたということです。 

〇副議長（西山由美子君） 河端芳惠君。 

〇１０番（河端芳惠君） 緑丘の火災で吹鳴が鳴りやまないというのは、大きなサイレン

の吹鳴、それとも消防自動車のなどが行く、そのサイレン、どっちだったんでしょうか。 

〇副議長（西山由美子君） 副町長。 

〇副町長（森谷清和君） 町長が聞いたというのは消防車の方のサイレンということです。 

〇副議長（西山由美子君） 河端芳惠君。 

〇１０番（河端芳惠君） 今いろいろ伺いました。また、古い話も蒸し返して伺いました。

ただ言いたいのは必要なとき必要な状況に合わせて迅速に出動できるか、やはり町民はそ

れをとても不安に思ってますし、不安に思うことがあったら、やはり増幅して不安をいつ

までも抱えますし、やはり町民にきちんと安心を与えるような説明というのも必要なのか

なと思いましたので、あえて伺いました。 

 サイレンの吹鳴についてですが、広報の６月にありますこの避難指示発生時に消防サイ

レンを吹鳴という、これの状況は変わってないということですね。それとそれはこの６月

の広報でお知らせしてますが、これはあらためてお知らせする必要はないでしょうか。 

〇副議長（西山由美子君） 総務課長。 

〇総務課長（硯見康之君） 避難指示発令時に消防のサイレンを吹鳴しますよというよう

な広報の記事でございますけれども、これの中身についての変更はございません。こちら

の中身につきましては、定期的に広報の方に載せていくというふうに考えております。 

〇副議長（西山由美子君） 河端芳惠君。 

〇１０番（河端芳惠君） やはり消防庁舎が新しくなって町民は安心安全で期待を大きく

持っております。その中でやはりこれからいろんなことが出てくると思いますが、あくま

でも町民目線に立って町民に分かりやすい、町民に安心安全を保障する、そういう行政で

あってほしいと思います。 

〇副議長（西山由美子君） 町長。 

〇町長（菊池一春君） それは消防庁舎が新しくなった、あるいは旧消防庁舎のときもそ

うですけれども、町民には最善の努力をしながら正しい情報を伝えていくということは基

本でありますから、誤解も含めてあるかもしれませんけども、今後もそのような形で町民

の命を守るという点での徹底を消防、あるいは担当行政部局でいうと総務課ですから、総

務課を含めて徹底して図っていきたいと思います。 

〇副議長（西山由美子君） 河端芳惠君。 



 - 44 - 

〇１０番（河端芳惠君） 次の質問にいきます。 

 地域おこし協力隊の今後の考えについて、町長に伺います。 

 今年度、わが町にも待望の地域おこし協力隊が着任して、若い目線で新たな訓子府を発

見してくれるとその活躍に期待をもっていました。 

 残念ながら年度の途中でやめられましたが、町内を積極的に回って意欲的に活動してい

ただけに残念に思います。 

 このことを踏まえて、今後、地域おこし協力隊をどのように考えているのか伺います。 

 １、地域おこし協力隊への役場庁舎内での合意認識醸成はできていましたか。 

 ２、他町では複数の隊員を雇用している町も多いようですが、１人体制ではハードルが

高く厳しかったのではないですか。 

 ３、来年度以降、協力隊の導入をどのように考えていますか。 

 以上、伺います。 

〇副議長（西山由美子君） 町長。 

〇町長（菊池一春君） ただいま「地域おこし協力隊の今後の考え」について、３点のお

尋ねがございましたのでお答えします。 

 １点目に「地域おこし協力隊への役場庁舎内での合意認識醸成はできていましたか」と

のお尋ねがございました。 

 地域おこし協力隊の導入は本町で初の試みであり、地域おこし協力隊員を募集するにあ

たり、各課に協力隊員の役割などを説明し、各課で協力隊員の導入について聞き取りをし

ております。 

 また、移住・定住対策の任務を担っておりましたが、活動の幅を広げるため、町民と接

する機会の多い他課との事業にも参加をさせるなど、庁内での合意認識醸成はできていた

と考えております。 

 ２点目に「他町では複数の隊員を雇用している町も多いようですが、１人体制はハード

ルが高く厳しかったのではないか」とのお尋ねがございました。 

 １点目で回答しておりますとおり、本町では初の試みであり、初めから複数の隊員を導

入せず、まずは外からの視点を生かせる移住・定住対策の任務を１人導入したものです。 

 地域おこし協力隊は、地域おこしや地域協力活動を行いながらその地域への定住・定着

を図るものであり、人数の問題というよりは隊員と地域とのマッチングや将来の自己実現

に、その地域がどうつながるのかといったことが重要と考えます。 

 ３点目に「来年度以降、協力隊の導入をどのように考えていますか」とのお尋ねがござ

いました。 

 来年度以降の協力隊員の導入については、新たな執行体制において検討されることとな

ると思いますのでご理解を願います。 

 以上、お尋ねのありました３点につきましてお答えいたしましたので、ご理解賜ります

ようよろしくお願いいたします。 

〇副議長（西山由美子君） 河端芳惠君。 

〇１０番（河端芳惠君） この地域おこし協力隊の事業は総務省の事業ですが、国の支援

などはどのようなものがありますか。１人４８０万円が交付税措置があるとは聞いており

ますが、そのほか、いろんな交付税措置があるかと思いますが、どのような支援がありま
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すか。 

〇副議長（西山由美子君） 元気なまちづくり推進室長。 

〇元気なまちづくり推進室長（坂井毅史君） 総務省での支援ですけども、河端議員おっ

しゃるとおり特別交付税で措置されているところでございます。それ以外には表立っては

ありません。 

〇副議長（西山由美子君） 河端芳惠君。 

〇１０番（河端芳惠君） この交付税措置は１人４８０万円で、またあと地域おこし協力

隊インターン満了時だとか、いろんなことでまた別な支援もあるということですが、この

事業について、訓子府町の持ち出しとかそういうことはあるんでしょうか。 

〇副議長（西山由美子君） 元気なまちづくり推進室長。 

〇元気なまちづくり推進室長（坂井毅史君） インターンの部分はちょっとごめんなさい

手元にないんですけど、基本的に地域おこしの部分については、その範囲内で町で予算措

置するということで、それを超えて何かしましょうということでは、できなくはないです

けども、基本的には国の要綱に沿って行っています。 

〇副議長（西山由美子君） 河端芳惠君。 

〇１０番（河端芳惠君） 今回初めての導入で中途退職ということで、とても残念だった

んですが、この地域協力隊員を雇用するにあたり、訓子府町として、こういうことを望む、

こういうことをやってほしい、こういうことで人材を求む。そういうような具体的な目標

というんですか、そういうのは事前に出してあったんですか。また、協力隊を導入するに

あたり、内部でかなり詰めた話し合いというのはされていたんでしょうか。 

〇副議長（西山由美子君） 元気なまちづくり推進室長。 

〇元気なまちづくり推進室長（坂井毅史君） 具体的な目標ということだったんですけど

も、募集するにあたって募集要綱ということで作ってます。この中には、いくつか紹介さ

せてもらいますけども、活動内容で移住相談や移住支援サポート、それから動画サイトや

ＳＮＳでの配信をするための撮影、編集、それから送信、情報発信ということ、ほかにも

あるんですけども、具体的にこういうことをやっていただきますということで募集してお

ります。内部で十分協議しているかということだったんですけども、先ほども答弁で話し

てますとおり訓子府で地域おこし協力隊は初めてでございます。ですので、職員で地域お

こし協力隊と直接、接しているのは高知県の津野町、姉妹町ですけども、そちらに派遣に

なった職員だけだと思います。その中でも私は直接自分のところの課で募集から携わって

ます。十分そこのときに勉強もしてますし、ここまでたどり着くまでに課の人間、３人で

すけども、十分協議して初めてですけども、やってみようかということでやっていますの

で、河端議員がどこまで求めているかはちょっと分からないですけども、採用するにあた

っては十分協議してやっているところでございます。 

〇副議長（西山由美子君） 河端芳惠君。 

〇１０番（河端芳惠君） 私が感じたのは地域おこし協力隊員として来ていただいたけど、

それを役場庁舎内でそれをどういうふうに活用するという、そういういろんな道筋みたい

のがあったのかという、これは疑問だったので伺いました。でも事前に検討されてたとい

うことですので、この反省を踏まえてですね、個人のいろんなお考えもあったとは思うん

ですが、これを踏まえて、こういうふうなことをすれば良かったとか、そういうことって
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考えられますか。 

〇副議長（西山由美子君） 元気なまちづくり推進室長。 

〇元気なまちづくり推進室長（坂井毅史君） 反省点ということだったんですけども、正

直こう１人しか雇用してません。そのことに対して個人的なことにもなりますんで、反省

点というか町としては募集要綱に沿って、確かにですね、総務省の要綱上では、複数人が

望ましいということではなってます。ただ、その町の状況、今回も本町では初めてやる事

業ですので、それから移住定住、答弁の中にもありますけども、募集するにあたっては、

私が他の課にも地域おこし協力隊が必要なとこありませんかということで聞いてます。新

年度予算、５年度予算にももしかしたら反映できるかなと思って聞き取りしてますけども、

なかなかそこまでたどり着いていないというか、何て言うんでしょう、そこまでのまだ仕

事というか与えてこういうことをやってもらいたいというとこまでは行きついてませんで

したので、まずは移住定住で広く町外に訓子府町をアピールしていただこうということで

の募集でございました。 

〇副議長（西山由美子君） 河端芳惠君。 

〇１０番（河端芳惠君） １月の末に東川町、鷹栖町へ視察に行きました。そのとき伺い

ましたら、今、東川町では５０名を超す隊員がおりましたし、鷹栖町では現協力隊員が１

１名、ＯＢ５名、定住３名、そのうち１人は起業されている。かなりの効果を上げていま

した。それでそれぞれの町の募集状況とかいろんなことを見ましたら、東川町では自然環

境で農業を通じた都市住民との交流の場、農業の大切さや食育推進、子ども発達センター

の言語聴覚士の療育支援、日本語教育支援など、具体的な目的をはっきり示して募集して

いました。やはりこういう具体的な募集をすると、それにあった人も応募してくれるのか

なと思います。それで先日、置戸町の地域おこし協力隊のことが新聞に出ておりました。

置戸町も２０１７年からはじめて２人着任して現在８名になっている。それもいろいろな

ＰＲイベント、外国指導助手のサポート、学校図書館司書業務など、いろんな分野にわた

って仕事をされています。これからもし訓子府で募集、この事業を継続して行うとしたら、

やはりいろんな、こんなことも協力隊でできるんでないかということを各課、各部署でし

っかり練り上げて、そういうふうな募集をしていただけたらいいのかなと思います。今年

は改選で骨格予算ですから、地域おこし協力隊のことは次期町長にお任せするということ

で、予算も何もありませんが、今、現町長として、この事業をどういうふうに総括して、

次に続けるべき事業だとか、町長なりの判断を現町長としてどういうふうに考えているか

お聞かせください。 

〇副議長（西山由美子君） 町長。 

〇町長（菊池一春君） 私どもの町も私も含めて地域協力隊員は初めての採用ということ

でした。４月の６日の訓子府新報に私と一緒になって写真を撮って畠山真季さんのことが

載ってありました。その前に実は横浜の青年で４０を過ぎて、オホーツクマラソンなんか

に出てる若者が青山学院大学を出た青年が応募してきました。実は頑張れよということだ

ったんですけども、１週間もたたずしてやめました。それは何かというと町民と町民との

距離が近すぎて怖いというわけです。これはちょっとね、職員も含めてガックリきたんじ

ゃないかなと思うんですけども、いいずれにしても非常に未知の中で再度募集した中で畠

山さんが応募してこられた。皆さんご存じのとおり、例えば、これ都市間バスに彼女の書
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いた訓子府移住生活という新聞が中にあったり、それからＦＭ網走で私との対談だとか、

いろんなことをやってくれていましたけども、やっぱり根本の移住対策に対する大学卒業

して間もなかったということもあるもんですから、彼女自身の持っている能力といいまし

ょうか、こういったことが期待に応えられないということの焦り等もあって、やっぱり限

界を感じたんじゃないかなというふうに思います。それで私はあらためて来年度以降、も

う１回きちんと整理をして反省をし、そして次の地域協力隊員どうすべきかと。議員ご指

摘のとおり複数を募集すべきなのか。何よりも具体的な目標をもう少し設定をして、それ

からキャリアの問題も含めてですね、そういった中で募集すべきではないのかという助言

をして、予算では骨格予算の中では予算措置をしていませんので、新しい町長候補はそれ

ぞれ挙げておりますので、あらためて反省を含めてですね、新たなる地域協力隊員の募集

に入っていっていただきたいし、入るべきだというふうに思っています。 

〇副議長（西山由美子君） 河端芳惠君 

〇１０番（河端芳惠君） 今回の反省を踏まえて次に進むという、それは次期町長に託さ

れているとは思いますが、今ここでいらっしゃる職員の方、ああそういえば、あのとき、

ああいう声があった、ああいう話があったということを頭の隅に置いておいて、次の地域

おこし協力隊なり、いろんな事業に進んでいっていただきたいなと思います。首長が代わ

っても職員の方はしっかりいらっしゃるんですので、その辺お願いいたします。 

〇副議長（西山由美子君） お答え求めますか。 

〇１０番（河端芳惠君） 答えはいりませんが、町長何かありますか。 

〇副議長（西山由美子君） 町長。 

〇町長（菊池一春君） 何を地域協力隊に期待するのか。もう１回、原理原則に戻りなが

ら職員で共通認識に立って、そしてそれが複数がいいのか、単身というよりも複数がいい

のか、置戸の話も聞いてるし、いろいろ聞いていますけども、あらためて原点に立ち返っ

て期待に応えられるような地域協力隊員を活用したまちづくりに進んでもらいたいと。進

むべきだというふうに考えていますので、ご理解いただきたいと思います。 

〇副議長（西山由美子君） 河端芳惠君。 

〇１０番（河端芳惠君） これで私の一般質問を終わります。 

〇副議長（西山由美子君） １０番、河端芳惠君の質問が終わりました。 

 ここで午後３時１０分まで休憩いたします。 

 

休憩 午後 ３時００分 

再開 午後 ３時１０分 

 

〇副議長（西山由美子君） 休憩を解き、会議を継続いたします。 

 お諮りいたします。 

 本日の会議時間は議事の都合により、あらかじめこれを延長いたしたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」との声あり） 

〇副議長（西山由美子君） 異議なしと認めます。 

 よって、本日の会議時間をあらかじめ延長いたします。 
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 次に、２番、西森信夫君の発言を許します。 

 西森信夫君。 

〇２番（西森信夫君） ２番、西森です。通告書により一般質問を行います。 

 今後の行政見通しは。 

 ４期１６年の長きにわたり、町政執行の先頭に立ち、尽くされたことに敬意を表するも

のであります。 

 数多くの改革や老朽化した構築物の建て替えなど、手腕を発揮され、国の補助金などの

活用による町民の負託に応えられました。しかし、行政サービス、町民の暮らしは日々続

いていくわけであり、今後のことは、次期町長に託すことになると思います。今回の質問

は４期町政を終えられる町長に、これからのこうあってほしいと思われる質問となります。

ご意見を伺います。 

 １、今後における現町長から見た本町の行政課題は。 

 ２、「何もない町訓子府」と言われるほど、観光資源も他にめぼしい資源もない中、本町

での資源活用は何か。 

 ３、訓子府町の「地の利」は何か。 

 お伺いいたします。 

〇副議長（西山由美子君） 町長。 

〇町長（菊池一春君） ただいま「今後の行政見通し」について、３点のお尋ねがござい

ましたのでお答えをいたします。 

 １点目に「今後における現町長から見た本町の行政課題は」についてお尋ねがございま

した。 

 行政課題につきましては「人口減少と少子高齢化」「町内会・実践会などの地域活動の担

い手不足」「地域経済の活性化」「脱炭素社会に向けての取り組み」「地域公共交通の維持」

「高齢者の足の確保」「老朽化した公共施設や道路や橋などの維持・更新」「災害対策」国

が推進する「デジタル技術を活用した社会の変革の対応」や「高齢者をはじめとする除雪

対策」など、他にも多岐にわたる課題が山積していると思っております。 

 ２点目に「『何もない町訓子府』といわれるほど、観光資源も他にめぼしい資源もない中、

本町での資源活用は何か」とのお尋ねがございました。 

 資源の定義は広くあるかと思いますが、訓子府町は、盆地特有の寒暖差のある気候や常

呂川に広がる肥沃な大地を生かし、過去から農業基盤整備事業によるほ場整備に多額の投

資をしてまいりました。 

 また、畑作農家の麦稈
ばっかん

と酪農家の堆肥交換による土づくりが継続的に行われ、気象条件

にも恵まれていることから、オホーツク管内で戸当たり経営規模が最小でありながら高い

生産性を誇る農業が大きな地域の資源と考えています。 

 さらに、試験研究機関も充実しており、地方独立行政法人北見農業試験場は、現在道内

八つの農業試験場の一つとして、畑作から牧草に至るまで幅広い試験研究を行っており、

訓子府農業と結び付きが強く、農業試験研究課題の委託や農業後継者に対する講座が開講

されるなど地域と密着した基礎研究施設がございます。 

 ホクレン訓子府実証農場では酪農と畑作の技術実証が行われており、酪農分野では高速

通信技術を活用した牛の健康管理や個体識別を目的とした研究実証を本町をはじめ関係機
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関と取り組んでいるほか、畑作分野では、トラクターの自動操舵や可変施肥、ドローンの

活用などスマート農業の実証を担う研究施設ともなっており、町外から多くの視察者が訪

れるなど、農業分野は充実していると言えます。 

 企業につきましても、味の素食品や訓子府石灰工業をはじめ中小・小規模な企業も多数

存在し、特産品として、うどん、みそ、はちみつ、しそジュースやコンビニエンスストア

で期間限定にもなった「たれかつ丼」などもございます。 

 また、公共施設では、源泉かけ流しの天然温泉の「温泉保養センター」多様なスポーツ

の拠点「スポーツセンター」や「温水プール」「パークゴルフ場」などのほかに、街並みが

一望でき、遊具や彫刻作品などが設置され、町内外の多くの方々が利用されているレクリ

エーション公園など、本町の資源には、農業をはじめとする産業や特産品、スポーツやレ

ジャー施設など多彩な魅力ある資源が存在すると思っております。 

 ３点目に「訓子府の『地の利』は何か」とのお尋ねがございました。 

 訓子府町の「地の利」は、人口１１万人を超える北見市に隣接し、乗り換えをせず、バ

スによる公共交通機関で移動が可能であり、高校、大学、専門学校等の教育機関への通学

や通勤のほか、買い物や各種レジャー施設の利用、北見赤十字病院をはじめとする多くの

医療機関への通院など都市機能を利用できる距離に位置し、自然環境に恵まれながら、日

常生活の利便性が高いことだと思っております。 

 以上、お尋ねのありました３点につきましてお答えいたしましたので、ご理解賜ります

ようお願いいたします。 

〇副議長（西山由美子君） 西森信夫君。 

〇２番（西森信夫君） ただいま、町長からお答えをいただきましたので、何点か再質問

をさせていただきたいと思います。 

 今回で菊池町長への質問は最後になるわけでありますが、私も議員になって８年目にな

ります。１年に４回ほどの定例議会がありまして、３２回目の定例会、一般質問というこ

とになります。１回休みましたから今日が３１回目の町長とのやり取りになるということ

になります。今日が最後になります。ただ、その中で３１回目の一般質問の中で道の駅構

想、さらにキャンプ場、農業基盤整備事業、酪農関係の事業、大変こう多くの一般質問を

させていただきました。町長との思い出の質問の中には、光回線の話を３回ほど続けてや

らせていただきました。この光回線に関しては非常に大変な事業でありましたが、ラッキ

ーなことであって国の５００億の事業に関することが国の事業ではできるということで、

町民にとってＩＴ時代における遅れることのない情報を手に入れるということができて、

非常に良かったなという案件がありました。今回の行政の見通しにつきましては、町長が

今回でおりるということを聞きまして、ぜひ町長に今までの経験を踏まえた中でのお伺い

をさせていただきたいということで質問させていただきました。 

 まず、１点目の質問に対して、今後における現町長から見た本町の行政課題ということ

に対しては、非常にたくさんの課題があるという回答をいただきました。まず、先ほどか

らも出ておりましたように、人口減少と少子化、高齢化問題、それから町内会、地域活性

の担い手の不足がある。さらに地域経済への活性化、脱炭素社会に向けての取り組み、そ

れから地域公共手段の維持、高齢者の足の確保、老朽化した公共施設や道路、橋などの維

持、更新、災害対策、さらにはデジタル技術を活用した社会の変革の対応や高齢者をはじ
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めとする除雪対策など、非常にたくさんの課題が山積しているというふうに町長からお答

えていただきました。この中には何点か、以前、一般質問をさせていただいた案件も含ま

れております。これだけ行政課題がまだ山積してるという中で町長が勇退されるというこ

とに関しましては、ちょっと惜しいような気がします。まだ手腕を振るっていただいて、

何点か菊池体制の下で片付けていただきたかったなというふうに感じますが、町長として、

これらの案件に対して、これはやりたかった。これは何とかしたかったという案件があれ

ば、答えていただきたいと思います。 

〇副議長（西山由美子君） 町長。 

〇町長（菊池一春君） 地方自治体は小さな政府であります。俗に言うとガバナンスです。

防衛と外交以外は自治体は小さな政府であります。ですから、課題は多岐にわたっている

というのは、それぞれの行政分野においての課題は山積していると言って過言ではないと

思います。特に、これからの町長、町政を担う者に期待したいというか、これから当然起

きてくるであろう大きな課題としては、やはり農業政策がこのままいくかどうかというこ

とが非常に気になるところです。災害の問題もしかりですけれども、成し得なかったとい

うよりも、これがある程度の限界だと感じるとこまでやらせてもらいました。しかし、即

解決するような課題ではないと私は思いますので、次の方、その次の方含めて、将来的な

見通しを持ちながら解決にあたっていただきたいというふうに思います。学校の統合の問

題、訓子府高校の維持の問題、もう軒並み教育問題等々も含めてございますけれども、や

っぱり町民本位のまちづくりをどう進めるか。医療費は中学生まで無料にしています。私

は高校生までぜひやるべきだと思います。安心して子育てができる環境の一つにはやっぱ

り医療費の町民に対する保障の問題があると思います。給食費しかりです。まだまだ教育

の町訓子府と言いながらも人口増対策も含めた対応につながっていくだろうとこういう教

育関係の拡充がもっと必要ではないかなと思います。たくさんありますけども、時間がご

ざいませんので、とりあえず考える一端を述べさせていただきました。 

〇副議長（西山由美子君） 西森信夫君。 

〇２番（西森信夫君） 町長から答えられた農業政策なんですが、国の農業政策、非常に

私も危惧しているわけですが、本町は農業の町といいながら、非常に他産業がないという

ことで税収も町の活性化、全てにおいて農業を中心にやっぱり今までやられてきたという

経過があります。国の政策ひとつによって、本町の税収も変わるぐらい、やはり農業の比

率が高いという中では菊池町長の後を引き継がれる町長がいかにこの農業政策を引き継い

でいただいて、さらに基盤整備から新たなドローン、これからの時代にあった政策を推進

していただくかということにかかってくると思います。非常にもうちょっとやっていただ

ければなという感じがしてなりません。 

 それと学校問題でありますが、常に私が議員になったときから町民の方々から訓子府町

に小学校がなんで二つあるんだという常にそういう討議をされてきました。お互いの学校

の児童数も少ない中で、これは触らぬ神に祟りなしではないけども、やっぱり学校問題を

論じていくと地域がおかしくなるという問題もございまして、なかなか手をつけられなか

ったという問題であります。ただ、今、菊池町長が言われましたように、この学校問題も

子どもらの将来を考えると、いつかはどこかで手をつけていかなきゃならん問題ではなか

ろうかと私も思います。これに関しては、ぜひ菊池さんにやっていただきたかったなとい



 - 51 - 

う感じがしてなりません。 

 さらに医療問題でありますが、訓子府クリニックは健在で残っておりますが、医療問題

に関しましては、私も以前質問させていただきました。高度医療、旭川、それから札幌に

行って高度医療を受けたいんだけどという質問をさせていただきましたが、なかなか現状

では、そういうシステムにはなっていないという中でお年寄りが病院に通うためには、足

がなかなか自分では車を運転していけない、どうしたらいいんだろうということで医療問

題を抱えながら訓子府にいたいと思いながら訓子府にいれなくて、やはり北見だとか札幌

だとか都会に病院のそばに移住するしかないというお年寄りが私の回りにも何人かいまし

た。この問題も避けては通れない近々のうちに片付けなきゃならん問題だと思います。こ

れら答えていただきましたが、課題として私も受け止めて次の町長にきちんと方向は示し

ていただこうというふうに思っております。 

 次に、２点目に「何もない町訓子府」ということでお尋ねしましたが、このお尋ねに対

して非常に訓子府はいろいろあるんじゃないかという回答をいただきました。回答された

ことを聞きますと、なるほどな自分では気がつかなかっただけのやっぱり訓子府には魅力

があると。その魅力をなぜ発信できなかったんだろうというのが今非常に不思議に思える

んですが、これだけの魅力がたくさんありながら、広報がされなかったと。ここら辺のな

ぜできなかったのかをお伺いしたいと思います。 

〇副議長（西山由美子君） 町長。 

〇町長（菊池一春君） まず農業の関係からお話させていただきます。もう何度もお話し

ていますけども、今回の酪農業の問題からしてみると国のとってきた政策というのは、実

にあいまいで生産者を小馬鹿にこいてる政策が本当に多い。例えば、牛乳を搾れ搾れと言

っていながら、そして畜産クラスターで２分の１の補助をしていながら、しかし実際には、

もう今度は生産制限をかけてきている。おまけに個体販売がもう全然駄目だと。訓子府で

も酪農家が何人かやめざるを得ない状況もやっぱり出てきているということを考えている

と本当に食料安保といいましょうか、食料の安全確保の問題も含めて、生産に携わってい

る人たちがどうやってやっていくのかという点では、やっぱり国政に対して、国やあるい

は北海道に対してきっちり声を届けていくということは僕は大事なんじゃないか。私もど

この町長にも負けないぐらい大きな声を出してやってきたつもりですけども、そのことが

訓子府の農業、あるいは訓子府の暮らしを高めていく第一義的な問題じゃないかなという

ふうに思います。 

 次に、学校統合であります。学校統合は、なぜ２校あるのか。これはいろんな理由があ

りますけども、居武士小学校はくんねっぷ発祥の地です。この地が今、頑張って優れた実

践をしているという状況の中で、令和１０年になると子どもの数が減少するといろんな状

況がもう見えてきている。こうした中で居武士をいつまで残せれるかどうかということが

ありますけども、現時点では、居武士小学校は統合をしないという方針を貫いてまいりま

した。これから今後、今、令和５年ですから、５年後に向かってどうしていくのかという

ことです。それから訓子府高校ももちろんそうですから、訓子府高校も北海道教育委員会

にずいぶん強いことを申し上げてきました。おかげさまで今年度については３１名の受験

者を確保することができました。それは足の確保やジャンボタクシーを配置したりしなが

ら、北見の西地区の子どもや留辺蘂の子どもが訓子府高校に通えるような政策を打ってま
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いりました。すなわち、これからの教育問題は地域で子どもを担っている親、地域の人た

ちの意見を共有しながら学校のありようを義務教育をどうしていくのか、あるいは高等教

育、訓子府高等学校をどうしていくかということが問われてくるんではないかなというふ

うに思います。 

 医療の問題です。２医院あったのが１医院になりました。訓子府クリニックは今、伊東

先生が頑張っておられる。今回のコロナワクチンの接種において、日赤の研修医のお力も

借りたと同時に伊東先生の努力なくしては今回のワクチン接種は実現できなかった。そう

いう点では、非常に私は感謝、地域医療をこれからも充実していかなきゃならない。さら

に第三次医療圏と言われている日赤とうちの町は非常に連携が強い。ですから、日赤の医

院長含めて医師会の会長も含めて本当に総合的な力をお貸しいただいているというのが実

態です。さて、その峠を越えなければ高度医療が受けられないという問題は日赤の建て替

えのときから、当時の医院長にも私は申し上げておりました。おかげさんで周産期の問題、

歯科治療の問題、ＰＥＴ－ＣＴの導入等々、かなりの部分で私は日赤がそのセンター的な

役割をしていると思います。今、北見医師会は高齢化しています。ドクターの高齢化とい

うのが具体的な問題として出ていますので、これらも含めて医療圏の問題をこれから具体

的にどうするかということが問われていますので、積極的に、何て言うんですかね、声を

上げて、そして一緒になってやっていかなきゃならないなと思います。確かに議員おっし

ゃるように訓子府の住民が北見で治療を受けたい。あるいは旭川で治療を受けたいという

ことは理解できない訳ではありませんけども、まずは訓子府、北見の医師会を中心とする

北見日赤や二次医療圏の勤医協とかいろいろありますけども、こうしたものと連携しなが

ら強固な医療の体制を一層作っていくということが大事なんではないかなというふうに思

います。 

〇副議長（西山由美子君） 西森信夫君。 

〇２番（西森信夫君） 今、町長から回答がありましたように本町の農業というのは、農

業の町ですが、管内で決して広い耕作面積をもった地帯ではありません。非常に管内と言

えども北海道と言えども非常に小さな面積の町です。ただ、網走管内でも個別体の所得が

非常に高い。所得率が高い地域です。北海道でいう伊達紋別というのが非常に北海道でも

所得が高いという地域になっておりますが、オホーツク管内の伊達と言われるほど訓子府

町というのは所得が高い町だと。それもやはり歴代の町長が基盤整備事業、農業の基盤整

備事業をやっていただいたおかげだというふうに思います。さらに、先ほど町長が答えて

いただきましたが、酪農業が非常につらい、昨年からつらい状況にあるという中で、何軒

か私の部落でもやめましたし、何軒かの牛屋さんが方向転換をしてやめているという現状

であります。非常に自分の乳量の枠は持ってながら、乳量の枠を搾ってしまうとペナルテ

ィがかかってきて、次の年の乳量が搾れないという状況にあります。また、こっこを産ま

せなければ乳量が出ない。種付料、それからこっこを売る個体販売の金額で何とか今まで

やってこれたのが個体販売の価格が落ちちゃって種付料も出ないという現状にあります。

だから早くにはこっこを薬殺してでも、やっぱり自分のところに置いておくと経費がかか

ってしますということになりますから、非常に牛屋さんが苦渋の選択をして何とか生き残

ろうとしてやっております。やっぱり牛屋さんだけでなく、農業もそうです。そういう研

究機関は本町に農業試験場、それからホクレン実証農場がありますが、非常に先ほども報
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告がありましたが、いろんな研究機関があって、訓子府の二つの研究機関、ホクレンと農

業試験場が残っているという中で、これをもっと有効活用すべきでないかと私は思います。

先ほど町長からも回答ありましたが、まだまだ将来に向かって技術的なもの、それから活

用の仕方があろうかと思います。その活用の仕方をひとつ考えていることがあればお願い

たいと思います。 

〇副議長（西山由美子君） 農林商工課長。 

〇農林商工課長（大里孝生君） 今、ご意見のありました地元にある北見農業試験場とホ

クレン実証農場、そういった部分をもう一歩先に活用を進めてはというようなご意見があ

りました。この３年間はちょっとコロナということもありまして、私どもがこれまでやっ

てきた試験場とのチャレンジアッププロジェクトであるとか、農業後継者の講座というの

は中断しております。ホクレンさんとは今、酪農家というような部分も関連してきますけ

れども、先ほどの以前の議員の答弁でもあげた高速回線を使った牛の管理技術とか、そう

いった部分も、うちの酪農家の方に関わっていただいているということもあります。そう

いったもの足掛かりとして、酪農部門においては、どうやったらこの厳しいとこを頭使っ

て困難に打ち勝っていけるのかというあたりもホクレンであるとか、そういった部分に講

師になっていただいて、勉強会とかそういったものを企画して今後にちょっと備えていき

たいなと考えておりますので、ご理解をいただきたいと思います。 

〇副議長（西山由美子君） 西森信夫君。 

〇２番（西森信夫君） 今、課長の方から農業の後継者の講座の話が出ましたが、以前や

っていた後継者講座が３年間コロナでできなかったという経過にあろうかと思います。こ

の農業後継者、今の農業後継者、非常に時代がよくなりまして、玉ネギを作って投げると

いう時代は既に終わっております。世界中物が足りない人口が増えている。特に中国、イ

ンドあたりでは人口が増えているという中で、玉ネギが日本へ送ってくる、以前、中国か

ら送ってきた玉ネギがインドだとか自国で消費してしまっているという中で、なかなか入

ってきません。そういう状況から、やはりなぜ訓子府で玉ネギがこれだけ増えたかという

ことは、親が言うよりは、やはり農業試験場なり、そういう機関、ＪＡあたりが、やはり

後継者教育をしていかなければ、次の世代につながっていかないというふうに私は思いま

す。ぜひ、これは協力的に講習会を開いていただいて、次の経営者を育てていかなければ

ならないということでありますので、やっていただきたいなというふうに思います。 

 次に、農業はいろいろありますが、スマート農業あたりの実証を行いながら研修を取り

入れていっていただきたいなと思います。それから、訓子府に唯一ある企業、味の素だと

か石灰、これをもうちょっとやっぱコマーシャルをして、訓子府には味の素の会社があり

ますよというのを北見あたりでもあんまりこう熟知している人がいない。北見から従業員

が来ているはずなのに訓子府に味の素の企業があると。訓子府石灰工業は何をしている会

社ですかという、石灰を作っている、ただ、石灰は何に使うんですかというような漠然と

したそういう話が出る中で、やはり訓子府にある企業の説明、それから訓子府石灰、昔か

らある訓子府石灰、それから訓子府でそんなに有名ではないにしても、やはり訓子府の小

さな商店、味噌が有名だよ、それからシソが有名だよ、いろんなものがありますハチミツ

がありますよ、それをもっともっとやっぱり広域的にコマーシャルすべきではないかとい

うふうに思いますがいかがでしょうか。 
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〇副議長（西山由美子君） 町長。 

〇町長（菊池一春君） 全くそのとおりだと思います。これは訓子府石灰工業も味の素食

品北海道についても相当の資本力と従業員を抱えておりますから。そして味の素について

は海外からも年間千人近い視察者が来たりとかってこともありますし、これは農業試験場

も同じでありますけども、こういう先進的な技術や知識を持っておられる施設に対するア

ピール、これは味の素は入口のところに訓子府コーナーを設けてもらったということがあ

りますけども、さらにこういったことを飛躍、発展させる状況を作っていかなきゃならな

いと思います。私は３月の２２日から茨城の旧関城町、それから続いて味の素の本社で社

長と懇談してまいります。それは訓子府工場を何としても、もっと発展させてほしいとい

う要請を味の素にしてまいりますし、さらにまた津野町に行って、先ほどから出てる物販

の交流だとか、こういったこともさらにさらに進めてほしいというふうに思っております。

農業試験場等含めて後継者教育では、ホクレンも本当によくやってくれているというのは

本当でないでしょうか。そして普及センターも先般の４Ｈクラブの全道大会に出てまいり

ましたけれども、フランスでやっている地質調査を綿パンツで土壌分析をするとかですね、

その前は土壌の凍結と踏み込みによって活着がどうなのかということをあれして全国出場

したり全道に出たりしています。こういったことはやはり試験場やホクレン等々の力があ

って実現できたんではないかなと思います。さらに参考になればですけども、基盤整備の

お話もたくさん出ています。令和元年から令和４年までの投資額でいくと５６億６，７０

０万、そのうち町の負担は１億８，６３３万６千円です。あとは借金ももちろんあります

けれども、これは北海道の力をお借りしながらやっているという現状です。今、日出の山

林川の工事を行っておりますけども、全体的に令和元年から令和４年までで２１億４，３

００万の資本を投入しているというところです。そして、町の負担が２，４８８万うんぬ

んですけれども、いずれにしても、やっぱり北海道や国の力を借りながら財政的に無理の

かからないような中で整備を今後も進めていかなきゃならない。とりわけ今、紅葉川が長

年の懸案でありましたけども、国土交通省、それから農水省が動き始めて、調査設計に入

っておりますので、事業化はできるんではないか。それから、私も再三お願いをしていま

すけども、農業試験場の建て替えは、いよいよ令和６年から訓子府の北見農試の建て替え

が始まるということですので、これらについても積極的に研究機関とも連携しながらまち

づくりを進めていかなければいけないと考えておりますので、よろしくお願いします。 

〇副議長（西山由美子君） 西森信夫君。 

〇２番（西森信夫君） 今、町長から農業試験場の建て替えの話がいただきましたが、農

業の町訓子府にとって、やはり北海道の中でも訓子府に行けば北見農試があるというぐら

いの位置付けをきちんとしていただいて、後世にまでつなげていっていただきたいなとい

うふうに思います。それから、訓子府で非常に有名なたれかつ丼、われわれの仲間もたれ

かつ丼を作って出しているんですが、たれかつ丼が今テレビやなんかで有名になっても、

やはり元祖になるのが、早かったのが訓子府ではなかろうかという感じがします。地方か

ら例えば私の知人が九州だとか横浜にいるんですが、来ても、まず開口一番にたれかつ丼

が食べたいという話がされます。これはどこにでもあるもんでなくて、やはり限られた場

所にしかたれかつ丼がなくて、たれが特有な味がするんだという話をいただきます。ぜひ

これも訓子府の名物として育て上げていってほしいなというふうに思います。さらに町長
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が施設整備をしていただいた中でスポーツセンター、それから温水プール、それからパー

クゴルフ場などが非常に整備されて、昨年ある議員からパークゴルフ場の芝が傷んでいる

ということで早速手当てをしていただいたという中では、近隣町村だけでなくて、やっぱ

り町民が非常に良かったなということで喜んでおります。温泉も特に訓子府の温泉は温度

が高くていいんだという固定客がいるという中ではぜひこれらも有効に使っていただいて、

さらにこの観光の一途になればいいなというふうに思いますので、今後とも活用方法をい

ろいろ考えていってほしいというふうに思います。 

 最後になりますが、これ『訓子府の「地の利」は何ですか』と聞きました。訓子府の地

の利というのは、北見市に近いと。バス１本で行けますよという回答をいただきました。

バスによる交通機関で移動が可能であり、それから高校、大学、専門学校への教育機関へ

の通学や通勤も非常に早いし、買い物、レジャー施設の利用、それから病院などもすぐ行

けるという回答をいただきました。当然これはもちろんだと思います。ただ、私は訓子府

の地の利というのは、道東のやはり農業の中心の町ではないかというふうに思います。道

東に行ったらどこへ行ったらいいでしょうかって観光会社がもし聞いたとしたら、訓子府

へ行ってくださいと言えるような町になってほしい。訓子府はやはり北海道の農産品のな

んでもある町だよという位置付けをしていただきたい。農産品から野菜、大体のものは採

れる町です。それは土地、天候に恵まれて、雨が少ない。それから観光の中心になるとい

うのは、道東観光の中心になるというのは、西は大雪山を眺望できます。それから東は知

床連峰、北はオホーツク海があり、南は阿寒国立公園がある。その真ん中にあって、なぜ

訓子府が知名度がないんだろうというふうに思います。ぜひ、訓子府を観光、大体訓子府

に観光課がない。観光を目指すものがないというのは非常に私、不思議でなりません。こ

こひとつ町長に聞きたいと思います。 

〇副議長（西山由美子君） 町長。 

〇町長（菊池一春君） 阿寒国立公園、知床国立公園、大雪国立公園の中心に位置する訓

子府町、地の利的に言うと本当に車で１時間半から２時間でこうした国立公園に行ける町

ですから、その点ではもっとアピールしてもいいんではないのかと。それから、観光課が

ないというのはですね、次の方に委ねなければならないですけども、例えば今、ピーチが

女満別空港にある。そこの経営として女満別空港、蒲生さんという社長があそこ、民間の

経営をしています。やっぱり観光イコール空港という考え方があるんですけど、私どもの

町は観光地ではないけれども、しかし優れた農業生産力と研究機関、関連会社がある町と

いう点では、そこも意識してもらわないと女満別空港の発展はありませんという主張を私

はしています。ですから、今後これから観光を含めてどうするかというのは、一つの行政

課題になり得るかどうかというのは、ちょっとまだ分かりません。宿泊施設が１か所しか

ないということもありますので、含めてですね、総体としてガバナンス、すなわち小さな

政府のありようを検討する時期にきているんではないかなと思います。 

〇副議長（西山由美子君） 西森信夫君。 

〇２番（西森信夫君） これらをですね、有効に使って訓子府を盛り上げていくというこ

とが大事かなというふうに思います。問題点は非常に距離が都心から離れているというこ

とですね訓子府はね。それでも、やはり北海道観光、毎年、コロナ前は国内では沖縄か北

海道かというぐらいに異国へ来るような感じで北海道観光を目指してきます。大雪山の西
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側と大雪山の東側ではどこが違うかというと本当に内地に行った人とそれから海外へ行っ

た人ぐらいの違いがあると言われるほど大雪山を挟んだ東側、こちら側は違うそうです。

われわれはよく感じませんが、たまに来る人に言わせてみると北見、網走、釧路あたりは

全然違うというふうに言います。ぜひこれをうまく利用して訓子府観光につなげたい。訓

子府の発展につなげたいというふうに思います。町長が辞めるから言っても意味がないん

じゃなくて、ぜひ次の町長につないでいただきたいというふうに思います。１６年やった

菊池町長の言葉を次の町長もきっと受け継いでくれるはずなんで、ぜひとも伝えていただ

きたい。所信を最後にお伺いしたいと思います。 

〇副議長（西山由美子君） 町長。 

〇町長（菊池一春君） 「光陰矢の如し」と言いますけれども、６０ちょっと以前でデビ

ューして、もう既に７６歳になりました。全力投球でまちづくりを進めてきたというのが

本音でございます。誰からも愛される誰からも慕われる訓子府町でありたいという願いか

ら、まずは夜間町長室やあるいは町長室のドアを全部開けるようにしてきました。それは、

あそこを通る町民の方々が手を振ったり、あるいは気楽に入ってこれるような町長室であ

ってほしいという目線を町民目線にしていくということを自らに言い聞かせながら今日ま

でやってまいりました。先ほどから出ていますように、いろんな課題はありますけれども、

こんな素晴らしい町はないと私は思っています。私も本当のことを言うと５１年前にこの

町と出会って、３年たったら札幌に帰ろうと思ってました。しかし、やっぱりこの町の魅

力の凄さというのは、人が素晴らしいということもそうですし、自然環境、また生産物が

大変おいしいということもありますし、すなわち農業は多面的で多様な可能性が持ってい

るというふうに私は思いますから、ぜひこの地の利、西森議員で言っている地の利と持っ

ている潜在的な力をもっと顕在化させながら、この町を発展していただけたらいいなとい

うふうに思っています。明日もまた質問がありますから、いろいろな角度からお話させて

いただきたいと思いますけども、あらためてご支援いただいたというよりも町民の皆さん

に心から感謝を申し上げて私自身の４期１６年間の町長生活を終えたいと考えております。 

〇副議長（西山由美子君） 西森信夫君。 

〇２番（西森信夫君） 以上で私の質問を終わりたいと思います。 

〇副議長（西山由美子君） ２番、西森信夫君の質問が終わりました。 

 

    ◎散会の宣告 

〇副議長（西山由美子君） お諮りいたします。 

 本日の会議はこの程度にとどめ散会いたしたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」との声あり） 

〇副議長（西山由美子君） 異議なしと認めます。 

 よって、本日はこれにて散会することに決定いたしました。 

 ご苦労さまでした。 

 明日も午前９時３０分から一般質問を継続いたしますので、ご参集よろしくお願いいた

します。 
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散会 午後３時５３分 


